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データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

ファジィに関する文献データベースの構築

本

財団法人 データベース振興センター

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会



本事業は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成 したものである。







序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待されている。

今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待さ

れる。さらに海外に対して提供可能なデータベースの整備は、^国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通の確保の観点からも必要である。しかしながら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独自のものは1/3に す ぎないのが現状であり、わが国

データベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが

国独自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進し、デ

ータベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本自転車振興会

から機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間

企業、団体等に対して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国

際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベー

スの構築とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係し

たソフトウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「ファジィに関する文献データベースの構築」は平成4年 度のデータベースの構築

促進および技術開発促進事業として、当財団が(財)日 本情報処理開発協会に対 して委託

実施した課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の

皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成4年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施した課題は次

表のとおりである。

平 成5年3月

財団法人 データベー ス振興セ ンター



平成4年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1変 異タンパク質配列データベースの構築 日本電子計算㈱

2新 聞縮刷版見出しデータベースの構築 ㈱朝日新聞社

3フ ァジィに関する文献データベースの構築 働日本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 ㈱小田島

5交 通事故調査データベースの構築 働日本自動車研究所

6楽 器データベースの構築 ㈱ ダインメデ ィアサー ビス

社 会 7人 体計測データベースの構築 (社)人 間生活工学研究センター

8大 学 におけるデータベース利用教育 システムのプロ 口外アソシエーツ ㈱

トタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築 働次世代金属 ・複合材料

研究開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調 働地図情報セ ンター

査

11地 域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成 (社)日 本 ボ ラ ンタ リー ・チ

中小企業 エーン協会

振興地域 12異 分野研究のための知的オ リエンテーシ ョン ・デー ㈱けいはんな

活性化 タベースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サポー ト・データベースの構築調査 ㈱志木サテライ トオ フィス ・

ビジネ スセ ンター

14銅 基複合材料日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプ作成 働日本国際協力システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の調査研究

17マ ー ケテ ィ ングコー ドの英 文デ ー タベ ー スの構 築 ㈱帝国データバ ンク

18安 全研究における多重 シソーラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元マッピングデータベースの技術開発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ータベース検索サポー トシステムの調査研究 セントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

技 術 21グ ループウェアにおけるデータベースシステムに関 ㈱イフ ・ア ドバ タイジング

する調査研究

22パ ー ソナルコンピュータとLANの 利用による非定 ㈱ メイテ ック

形データベースのプロ トタイプ作成

23知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジャパ ンコ ミュニケ ー シ ョ

ンズイ ンステ ィテ ユー ト
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フ ァ ジ ィ.に 関 す る「文 献'デ ・一 夕 ベ ー ス の 構 築

1.目 的

フ ァ ジ ィ に 関 す る 文 献 は 各 分 野 で 急 速 に 増 加 じ つ つ あ り 、 フ ァ ジ ィ理 論 の 研 究 を 目 指

す 研 究 者 、 フ ァ ジ ィ 理 論 を 製 品 開 発 に 応 用 し よ う と ず る技 術 者 、 フ ァ ジ ィ理 論 を 広 く産

業 活 動 や 社 会 活 動 に 活 用 し よ う と す る 多 く の 人 々 か ら情 報 源 と して の フ ァ ジィ に 関 す る

文 献 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 が 望 ま れ て い る 。

ま た 、 フ ァ ジ ィ理 論 と そ の 応 用 が 健 全 に 発 展 して い く た あ に も 、 フ ァ ジ ィ 理 論 応 用 の

先 導 的 立 場 に あ る わ が 国 の 優 位 性 を 継 続 す る た め に も、 現 時 点 か ら 、 フ ァ ジ ィ理 論 と そ

の 応 用 に 関 す る 文 献 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 して お く こ と が 必 要 で あ る 。

そ こ で 、 フ ァ ジ ィ 理 論 と そ の 応 用 に 関 す る文 献 情 報 を 網 羅 的 に 収 集 し、 そ れ らの 情 報

を 体 系 的 に 整 備 ・収 録 して 、 情 報 の 適 切 な 利 用 を 可 能 とす る こ と に よ り、 今 後 の フ ァ

ジ ィ 理 論 の 研 究 と そ の 応 用 促 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 とす る 。

2.概 要

フ ァ ジ ィ に 関 す る 文 献 は 、 日本 フ ァ ジ ィ 学 会 を は じめ 関 連 学 会 の 学 会 誌 ・論 文 集 や 企

業 の 技 術 報 告 書 等 多 く の 分 野 で 増 加 しつ つ あ る 。 フ ァ ジ ィ理 論 が 家 電 製 品 に 応 用 さ れ る

よ う に な って か ら は 「フ ァ ジ ィ」 が 一 般 用 語 と して も使 わ れ る よ う に な り、 今 後 は 、 ま

す ま す 応 用 分 野 が 拡 大 し、 発 表 さ れ る 文 献 の 数 も増 加 して い く も の と 考 え られ る 。 こ れ

ら の 文 献 の 分 散 化 を 防 ぎ 、 網 羅 的 に 収 集 可 能 な 現 時 点 か ら の フ ァ ジ ィ 文 献 デ ー タ ベ ー ス

の 構 築 に 期 待 が 寄 せ られ て い る 。 そ こ で 、 「フ ァ ジ ィ に 関 す る 文 献 デ ー タ ベ ー ス の 構

築 」 に 際 して は 、 そ れ ら の 情 報 源 の 中 か ら核 と な る 日 本 フ ァ ジ ィ 学 会 の 発 表 し た 文 献 を

中 心 に 収 集 ・整 理 ・選 択 し、 フ ァ ジ ィ の 専 門 家 に よ る抄 録 作 成 ・キ ー ワ ー ド付 与 を 行 っ

て 文 献 デ ー タ シ ー トを 作 成 し た 。 更 に 、 作 成 さ れ た 文 献 デ ー タ シ ー トに 書 誌 事 項 の 補 足

等 を 行 っ た の ち 、 昨 年 度 開 発 した 「フ ァ ジ ィ に 関 す る 文 献 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 」 を 用

い て 、 文 献 情 報 を 電 子 化 し、 デ ー タ ベ ー ス へ 登 録 した 。

文 献 デ ー タ シ ー トの 様 式 と そ の 記 入 要 領 は そ れ ぞ れ 図2-2と 図2-3の 通 り で あ り、

文 献 デ ー タ シ ー トへ の 記 入 例 と 出 力 例 を 図2-4と 図2-5に 示 す 。
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な お 、 フ ァ ジ ィ 文 献 の 収 集'・ 選 択 、 文 献 の 抄 録 作 成 ・キ ー ワ ー ド付 与 に つ い て は フ ァ

ジ ィ の 専 門 家 集 団 で あ る 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 の 協 力 を 得 て 実 施 し た 。

.フ ァ ジ ィ 文 献 の

収 集 ・整 理 ・選 択

フ ァ ジ ィ専 門 家

(日 本 フ ァ ジ ィ学 会)

抄 録 作 成

キ ー ワ ー ド 付 与

書 誌 事 項 補 足

運 用 セ ン タ ー

文 献 情 報 の 電 子 化

データベースへ の 登 録

図2-1デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 流 れ
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文 献 デ ー タ シ ー ト記 入 要 領 1992/4/1

運 用 セ ンタで は フ ァ ジィ関連 の論文 ・雑 誌記事 ・書籍 等 を 、 日本 フ ァ ジィ学会 と共 同で デー タベー

ス化 す る こととな りま した。つ きましては、次の よ うな要領 で ご記入 くだ さるよ うお願 い いた します。

運 用 セ ンタ

⑳デ
ー タ シ ー ト の

文 献 デー タ シー トはi2ii枚で:ili組とな って います 。1枚 目は書誌 事項 を 、2枚 目は抄 録 、キ ー ワー ド
を記 入 します。

1.全 般 的注 意

太字 枠 内 のみ記 入 して 下 さい。記入 に当 た って 、HBよ り濃 い筆記具(鉛 筆) 、 ボー ルペ ン等 を使用
し、 日本 語 は楷 書 で 、英文 は活字体 で記入 して下 さ い。 ワープ ロ等 の出力 、 また はそ の切 り貼 りで も

結構 です 。

ロー マ字 は、ぶ ボ:乏式 を用 いて下 さい。

また 、大 文字 使 用法 は英語 の表記法 に従 い、す べて大 文字 と した り しない で下 さい。

(例)「DIAGIOST!CPROBLEMSOLVINGBYCOMPUTER」 とはせず 、

rD商9ho試1:c・Prbbre頂 二Sorvtng: .砧co皿6ut6r:」:と して下 ぎい。
2.文 献 番号 一

運 用 セ ンタが記 入 します。

3.標 題
・和室 標題 しヵ・ない と きは、 「標題(英)」 欄 に は記入す る必 要 は あ りません。
・英文 標題:しが 巷ぶ{ξ"ぎほこ:三r標題;:1蘇bジ王 欄 に記入 して下 さい

。 この場合 、 「標題(英)」 欄
には、同 じ ものを記 入す るか 、 「同上 」 と記入 して下 さい。

・副題 、 シ リー ズ名 、企 画名等、標題 の 補足 に鳴 る ものが あれば 、 「副題/シ リー ズ名」欄 に記

入 して下 さい。

4.著 者 ・所属

著 者 ・所属 は最犬 冤名i記入 で きます。

(1)著 者
・英字形 の み の ど きiltま:ξ'江著者iiiぐ和 戊:i:韮欄 に記 入 して下 さい

。 この場 合 、 「フ リガナ」欄 、 「著

者(英)」 欄 には 、同 じものを記入 す るか 、 「同上 」 と記入 して 下 さ い。 記入 要領 は .(c)に 従
って下 さい。

(a)著 者(和)

姓 と名 の間 に1文 字 分 の空 白を空 けて、姓 、名 の順 に記入 して下 さい。

(例)田 中 裕一

(b)著 者(フ リガナ)

「著 者(和)」 欄 と同様 に、 カタカナで記入 して下 さい。

(伊1)タ ナカユウイチ

(c)著 者(英)

「著者(和)」 欄 と同様 に、英字形 で記入 して 下 さい。

(例)TanakaYuuichiF。urmanGe。rge

図2-3文 献デ ー タシー トの記 入要領(そ の1)
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(2)所 属 、 一
・英字 形 のみ のどきiは、.・E所属i.〈和)」:・:欄に記入 して下 さい。 この場合 、 「フ リガ ナ」欄 、 「所

属(英),」 欄 には 、同 じものを記 入す るか 、 「同上 」 と記入 して下 さい。記入 要 領 は.(c)に 従

って下 ぎい。

・ 「元 」、 「現 」等 は付 けないで下 さい
。

(例)「 現慶 慮 大学 ・・'・」 とはせず 、 「慶 慮 大学 … 」 と して下 さい。
・所属機 関名 は特 に指 示 のない限 り省略 しないで 下 さい。

(例)「 東工 大」 とはせず 、 「東京工 業大学 」 と して下 さい。

ただ し、i.F株 式会 社」・:1〈i:::£財団法人 」:∴、T .(株)・lili:i:、:"llf"(財)」、Tlncorporated1,ELimite

d」:'等ぼ省 略 して下 さい。

(例)「 株式 会 社 日立 製作所 … 」 とはせ ず 、 「日立 製作所 」 と して 下 さい。
・所属機 関名 が長 い ときは、わか る範囲 で部課 名 、学 部、 学科 名等 を省略 して もか まい ません 。
・NTT等 、略称 の ほ うが よ く知 られて い る場合 は 、略称 で もか まいませ ん。
・他の著者 と同 一所属 の と きは、 「同左 」等 と記 入 して もか まいません 。

5.ベ ー ジ

雑 誌 等 に掲 載 された もの で、通 巻 ペー ジと号毎 ベ ー ジが あ る場 合 、通巻 ペー ジを記入 して下 さい。

6.発 行国

該 当記号(JPN.USA等)を ○ で囲ん で下 さい。 「その 他」 の場 合 、国 名 を記入 して 下 さ い。

7.本 文 の言語

該 当記号(JA.EN等)を ○ で囲んで下 さい。 「その 他 」 の場 合 、言語 名 を記入 して 下 さい。

8.抄 録

日本語 によ 肴抄 録 を400文 字以内で記 入 しそ 下 さい。 図 、表 は記入 しな いで下 さい。

9.キ ー ワー ド
・最大1 .2個 の キー ワー ドを記入 で きます 。

・ 「キー ワニぎド区分J:欄 と 「キ」ニウ・ニ ド」:欄と 「フ リガ ナ」欄の み記入 して下 さい。 「英文 」欄 に

は、記入 しないで下 さい。

・理 論、技 術応用 分野 、応用機能 の3種 の キー ワー ドー覧 を見 て 、適 当な キー ワー ドを記 入 して下

さい。

キー ワー ド一 覧表 に適 当な キー ワー ドが見 つか らな い場 合 は、 自由 に記 入 して下 さい。

・記入 した キー ワー ドが 、理論 、技術 応用分野 、応用 機能 の どれ に該 当す る もの か、 「キー ワー ド

区分 」左側 の欄 の番号(1,2等)を ○ で囲ん で下 さい。 どれ に も該 当 しな い場 合は 、4を ○ で

囲 んで下 さい。

・記入 した キー ワー ドが キー ワー ド一覧表 に載 って い る もの な らば、 「キ ー ワー ド区 分 」右 側欄 の

番 号1を ○ で 囲ん で下 さい。載 って いな い もの な らば 、2をOで 囲ん で 下 さい。

図.2r3文 献 デrタ シ三 トの記入 要領(そ の2)
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文 献 デ ー タ シ ー ト (1/2, 記 入日 92・TtOtl・1日

記 入巻 毛布

靴脳 り(半 ∫り
㌧ 9」OOO348. ナ.。 ク 小 木

一9..

橡 題{hl,02 妹 施 行 キ鮒 へ働 シ～・理 論 頭 ・用 二… … ・… 一
.

,
・..、.'......ご......'......

副 題 シ リ ー ズ 名03

唱

....'.......〔......'....、

、..一 層・一'一

腔 題(英}{η …角)0ぐ Aヒ・1・・痴 ・n・fF・z… 妥R・ ・s。・;・θ 七。En9・ ・㏄ ・迦 ・fご 輌・ild・ ・δ七・uc七 ・

酋 れ`旬)05
.紐 、_、洋

クワハラ

・ ・,.・......・ ・

蔵 鷺..墨 黒 ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・
二,り 〃'川 半 即',o` 七 口シ;・ グ狂 逸_娯 オ ・
苗 打{英}(半 角,07

Kuv叱1hαrα トliroshi Uh⑳ ・chi'血SUO.,,≡ ・

賄 属(和)08
東 京 鬼 女 ・ ・ 一'… 一,・ ・.

.京.電 力........... .

ソ リ カ ナ(平 角,09
トウキョウデン リョク ヒウヤ・ウデンリ・ク

所 属1英,(半1川10 陥ky。Elec七ridらwer, 1bkyo'・ 日ec七ridR=)wer

呂占`加05

「

竹 内 ・ 翰 雄 ・.・ ・ … 一 一. 熟 …、凛 釆 一_...__
7り η ナ(半 ∫η,o`

夕月土.ミ扶. 七ノ ヤスヒデ
嵩 呂《英,《 半 ∫い07

1～)」keuch盲Mikio 5eれo脆5uhfde■ 一.

li`民"旧08

Okumur乙 パ

奥燕 巳.撤 欄 熟.・ 一 ・ …. 奥 村組 孜 術 醗 麺 ・ ・一 …
ツ'・,ガ ナ(半 角,"

才フ乙4Sラグ〉_王 シ…L・ソカイノ、ツフ" λ2ムラプミ ギ>i己ソカィハツプ
所 ば(英,{半 ∫1')Io

θkumu卜 α

呂7i`自1,05 赫 七 那 … 一 ・ 一 ・ 一 ….・ ■.・ ■ ■ ●.・.

ブ リ 〃 ナ{38… ∫句}0`
ハヤシ シプロウ'

苫6{萸,{半 川07
-一.

Hひ ∠αsh∫ δhi・hrr。

所 属⊂Mo8

鮪 ま吐 デ〉リョク

東 哀 駕 方 一 ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ …
'''''''"

.'・

フリ ガ ナ 《半 角)09

所 属 《英,《 半 ∫り10 正kyoElec七r;dFらw巳r 、

呂 れ`和,05 ^..・ ・..・ ・ ■ ● ● ■ ● ●.・

・,■,カ ナ(半'り}06

著 者1萸}1半 角,07
-●.● 一 ●

.

'爲Wl加,08 .
・ ・ ・ ・ … ㌔..........

フ リ カ ナ 畔 角,09

所 属{英).1半 角)10

5ミu!賊 会,・ シ ン ポ ジ ウ ム 名11 '.◆''",・.、 ・ ・ ●,・ ◆.・..・ 、 .

つ り〃+伴 角112

苫 設 名1和,13 日本7ア 蛾 鷺 ▲ 誌___.__.__..'
,

つ`1カ ナ{半 川 ."

.

、

・

ニホ ン7ア ヅ ィ.カ"ッ カ イ ヅ.

.「

」.A

、

,

「馳

'

苫8と 名t夕 …,(」81∫ 句,195
'一.「 一 ■'

」b・⌒1㎡ あ 卿S・ci・ 出 γ1干0・F・ …・yTト ・・ryq・d5γ5七emS .
硝 改 巻 句 伴 角,'16 .2巻.3号 ベー ジ伴 川17 340～3旦1.
一.

出 展!4別 ⊂半 句1'8

F

-一.

◎ 手 銭2.類 比3.研.究 会4.シ ・亭・シ・リム5.大 会6.輔 本7.願 誌
L..'8

.^会a披 饅9.そ ク～他 一.^

8t行 年n日 時 角)1'9 1,?o羊8月1日Is8Rン1ミ 川 半 角)20

.'ケ
.

■ ● ■ ・.・ ◆ ◆ 〉 ■..■

イti輌lg署 《1ζ∫1ハ.,、21

-⇒ ・'

◎'田 ・us・ 弓 仇 帆 椚 ・D四.自 ・rR・.・ ラ・・ その 駅.}

4パ ♪,君臨1判 柏22 ◎ 日 柳 肌 英 ▲5・ ε.ト'棚r・ ・ラ紺 その 他`即

ミ1湖n川 統宰 会n

.
・

'
'"."・'.:"…'….〔 ・ ・ ㌔'…

.

フ',ガ+{半 角)24

、7
才'

.
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文 献 デ ー タ シ ー ト{2ン2} 2人 目92aglO"1日

文 ぷ 爵 号 《牛 角}
一.. 迦 域 ひ:ぴ鱗6'、 ,1

「.

恒題{加
.・01 舞撫鍵・難簸1纏 騨羅 磯

;「..

ミ1>"

三二1.騰 聴.聡 琳 ㌶ 鎌 繊 、○.,.ぽ,; ・'・': 「 ・

チ.。 ク 小 木

ls'鉢
叩 煮 撫 照 和.登頂 走皇。.、互 泣 理 論.嚥 用 .旦関.す.る厭 疑 .
.烈 勒:・..:トz・}k撮 削 鍛 ρ、自動 .樵 旦煕.しx－ 麟 雄.あ .ス.ε.

.丘・.・7ア填 搬 ぴ 熟 練 オ、吐 コ,坦 壌 立 野 コ、≧亘≡2、 じ.

捌:ム:.処 克 呈 蒸.崇..し.エ友 勅 互:あA .ミ、勲 撫.;、.れ.る、£2・.れ・.

.ヱに 登 顯 主 建設 熟 思 セ、フΣ.酒理 論 ε鮪,口.上 ンえ 吐

揃 ・徴Q白 熱 を.K－テ 白.撫 .ts.≡.興 衰閑.鰻 叉i、セ、熱、延 皇、

.t;'・基?.工鎮 。・空 砲 重・、{エ、,..、フ磁2里 論 .⊇ 丞.波、エま嫡M、.

燈 妾簸㌶麗離 塁撚 騰鴛ぎ:讃曇:
2・y.こ ・X・概 説 プ 、1.、9.,,一..、_、 … 、_、… 、..、.∴ ∴ ∴ 、_、_、 … 、… 、。、.…'

… ・・… … … ‥ … ・・… … … ・… … ・・… … ・・… …___._ _._.___._._.__∴_'.

⑨一 ‥ ‥'‥ ‥ ・・‥ ‥ ‥ 、‥ ‥''・ ・‥ ・… ‥ ・・㌔ ・一 ‥ 一 ・‥ ‥ ・… ‥ ….・___...__...._....___ ._.._....

キ ー リ ー1 区 分 コt 9理 論 ・・分野
3.直 焼 4・その 他i① 醐2.鋤

① 埋 没2.5浦3.ぬ 捷 ・.その 佐i◎ 醐 =、 白 山

肖・一 ワ ー1 32
.?アw制 維ヒ・ ・ ・"… 三 る フア ジ1理 ・王命 ・ ・ ▼

ブ リ ガ ,^(」 ボ ∫り]3 フアヅィセィギヨ ファジンヅロ ン'

英.文 《,卜角)コ4

・4-「 ノ ー1 ば ハ}31 o玲2・ 分野 3.撮 能
.

4・モの他 …9校 い ・自由 L堰 口2.分 野O口 債 ・、その 他i◎ 縫胡 z.白 山

キ ー ワ ー1 コ2 メツバ ツ・7。闇麸.

・.・

カンスウ

...・ ● ● ■ .

'・ ・.....● 叩 ・.・ ⇔ ・ ・.….s^◆?・ ・ 一 ・...・ ・ ●・ .董11.籔 ・ …
.■ ㊨

フ リ ガ ナ 《半 角)33
メ.ンば 為.フ 。 文イギョ

英 文 《半 角}34

キ ー ワ ー1 区分3` 1・理論 ◎ 分野 3.仮 縫
・

4・その他 … ◎ 醐'龍 山 1.理 論2、 分 野3.ぬ ∫産 4.そ フ順i`" z白 山

キ ー ワ ー1 32
上 足 ・ ・ ,・ ・ ・..■ ● ■'● ・ ・ ,・ ・.■.㊨ ・ ・ 「 ・.

ソ リ ガ ,〉{叩±角 ⊃]3
ドボ2

英文 (半 角)14 ・

荷 一 リ ー1 ば 分31 1.理 論2ぴ}贋 3.ほ1産
■

4・ そ の 他:1.吠 糾2.白 山 L樫 論2分,`3偵 曖 4そ の 他:Iu胡 2```1`

キ ー ワ ー1 コ2 … ● ⑳ ■ ■ ・.'・.・ 巳 ・ ・ ,・ 令 ■ ・ ■ ■ .・

ソ リ ガ ナ{半 ∬」}33
.

英文 こ芋 μ」)コ4 '

キ ー ワ ー1 区}r31 1.理 論2.分 野 3.恨 能 4・そ の 他iL醐2.白 山 1.理 論2ぴ}野3.偵 佳 4.そ の 他iLば 制 2匡1山

キ・一 リ ー1 コ2 ◆ ● ● ● … ・..・ ● ・ ■ ・. ..・..■ ● ● ・ 、

ソ リ ガ ハ'《串'り33

英 文 {半,り34

キ ー ワ ー1 ば 鵬}31 L増 損2.分 野 3.機 能
・

4.そ の 他:L統 制2.白 山
;

'.理 論2.分 野3.楓 縫
、・

4.そ の 他iL4糊 2.白 山

キ ー ワ ー1 32 ・ 〉 ■ ● ・ ・ ■ ・.・.■ ●.・, .・ ・.,■. ・

つ1ハ ガ ナ 《半 角)"

英文 (2目 り34
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土 木 施 工 技 術 へ の フ ァ ジ ィ 理 論 の 応 用

【 文 献 番 号
【 標 題

【 著 者@所 属 】

【 出 典 種 』別

【 掲 載 詩 名

【

【

【

【

着
発
発
抄

号
行
国
録

行

【 キ ー ワ ー ド

】91000348

】 土 木 施 工 技 術 へ の フ ァ ジ ィ 理 論 の 応 用

App1 .1cat・10n.ofFuzzyReasoningto,EngtneerlngofClvll

Construetn

桑 原 ㌶ 洋@東 京 電 力 、.蔵 持 慈 男@東 京 電 力,竹 内 幹 雄@奥 村 ・組

技 術 開 発 部}背 野 康 英@奥 村'組 技 術 開 発 部.林 七 郎@東 京

電 力.,,

クワハラ'ヒ ロシ@ト ウキョウデ ンリョク,ク ラモチ ヤスオ@ト ウキゴウデ ンリ日ク
,タケウチ ミキオ@

オクムラグ ミ ギ ジ ュツカイハツプ,セ ノ ヤスヒデ@オ クムラグ ミ ギ ジ ュツカイハツプ
●

ハヤシ シチロウ@ト ウキョウデ ンリョク

KuwaharaHiroshi@TOkyoElectricRower ,KuramochiYasuo@

TokyoElectricPower,TakeuchiMikio@Okumura ,SenoYasuh
ide@Okumura,HayashiShichiro@TokyoElectricPower

'】'学 会 誌' 一

】 日 本 フ ァ ジ ィ 学 会 誌

ニオンファジ ィが ッカイシ

JournalofJapanSocietyforFuzzyTheoryandSystems

】2巻3号 【 ペ ー ジ'】340～351

】1990年8月1日

】 日 本 【 言,・ 語 】.日 本 語

】 著 者 ら は 昭 和61年 よ り 、 フ ァ ジ ィ 理 論 の 応 用 に 関 す る 研 究 を

始 め 、 ト ン ネ ル 掘 削 機 の 自 動 化 を 目 的 と し て 開 発 を 進 め て き

た 。 フ ァ ジ ィ 制 御 が 熟 練 オ ペ レ ー タ の 運 転 方 法 を コ ン ピ ュ ー

タ に 取 り 入 れ る 手 法 と し て 有 効 で あ る こ と が 知 ら'れ .る に っ れ
て 、 発 注 者 や 建 設 各 社 で も'フ ァ ジ ィ 理 論 を 応 用 し た ト ン ネ ル

掘 削 機 の 自 動 シ ス テ ム 化 の た め の 研 究 開 発 が 行'わ れ る よ う に

な っ て き た 。 本 稿 で は 、 フ ァ ジ ィ 理 論 の 土 木 施 工 技 術 へ の 応

用 の 中 で も 、 ト ン ネ ル 掘 削 機 を 中 心 に 開 発 の 現 状 を 紹 介 し 、

、 そ の 具 体 的 例 と し て 著 者 ら が 関 係 、 開 発 し た2件 に っ い て 概

説 す る 。

】 フ ァ ジ ィ 制 御,フ ァ ジ ィ 理 論,メ ン バ シ ッ プ 関 数.制 御.,土 木

ファジ ィセイギ ョ,ファジ ィリロン,メ ンハ'シ ップ カンスウ.セ イギ ョ
,ド ホ'ク(

1.1),(1,1).(1.1),(3.1).(2.1)

図2-5出 力例
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3.情 報 の 収 集 ・整 理 ・選 択

フ ァ ジ ィ に 関 す る文 献 は 、 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 や 関 連 学 会 の 学 会 誌 、 論 文 集 、 研 究 会 報

告 書 、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 大 会 、 講 演 会 等 の 論 文 の 他 に 企 業 の 技 術 報 告 書 等 に 発 表 さ れ て い

る が 、 そ の 核 と な る情 報 源 は 当 然 の 事 な が ら 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 の 学 会 誌 、 論 文 集 等 で あ

る 。

日本 フ ァ ジ ィ学 会 の 発 表 論 文 数 も 年 々 増 加 して お り、 毎 年1回 開 催 さ れ る フ ァ ジ ィ シ

ス テ ム シ ン ポ ジ ウ ム の 発 表 論 文 件 数 は'90年 が124件 、'91年 が168件 、

'92年 が175件 と な
って い る 。

そ こ で 、 今 年 度 、 構 築 す る デ ニ タ ベ ー ス の 情 報 源 と して は 、 日 本 フ ァ ジ ィ 学 会 を は じ

め 関 連 学 会 の 文 献 を 中 心 と し、 主 と して 以 下 か ら収 集 し、 約1700件 を 選 択 し た 。

(1)日 本 フ ァ ジ ィ学 会

学 会 誌 、 フ ァ ジ ィ シ ス テ ム シ ン ポ ジ ウ ム 、 ノ ン エ ン ジニ ア リ ン グ フ ァ ジ ィ ワ ー ク

シ ョ ッ プ 、 フ ァ ジ ィ ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 講 習 会 、 フ ァ ジ ィ シ ス テ ム セ ミナ ー 、 学 生 部 会

誌 、 学 生 部 会 研 究 発 表 、 そ の 他

② 計 測 自 動 制 御 学 会

学 会 誌 、 論 文 誌 、 講 演 会 、 そ の 他

(3)電 子 通 信 情 報 学 会

学 会 誌 、 論 文 誌 、 講 演 会 、 研 究 会 資 料 、 そ の 他

(4)情 報 処 理 学 会

学 会 誌 、 論 文 誌 、 講 演 会 、 そ の 他

(5)人 工 知 能 学 会

学 会 誌 、 全 国 大 会 、 研 究 会 報 告 書 、 そ の 他

(6)日 本 心 理 学 会

学 会 誌 、 そ の 他

(7)心 理 学 評 論 刊 行 会

心 理 学 評 論 、 そ の 他

⑧ バ イ オ メ デ ィ カ ル フ ァ ジ ィ研 究 会

バ イ オ メ デ ィ カ ル フ ァ ジ ィ シ ス テ ム ブ レ チ ン、 研 究 年 次 大 会 、 そ の 他

な お 、 今 後 、 収 録 す る 情 報 源 と して は 上 記 の 他 、 以 下 の 学 会 の 発 行 す る 学 会 誌 ・論 文
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集 ・研 究 会 報 告 書 や 企 業 の 技 術 報 告 書 を 予 定 して い る 。

・ 日 本 オ ペ レー シ ョ ン リサ ー チ 学 会

・ シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会

・ 電 気 学 会

・'日 本 ロ ボ ッ ト学 会

・ 日 本 経 営 工 学 会

・ 日 本 機 械 学 会

・ そ の 他

4.抄 録 作 成 ・キ ー ワ ー ド付 与

検 索 結 果 か ら必 要 な 情 報 を 得 る た め 原 デ ー タ を 入 手 す る必 要 が あ る こ と か ら文 献 の 全

文 収 録 を 要 望 す る声 は 多 い が 、 現 実 的 に は コ ス トや 人 手 の 面 か ら 全 文 の 収 録 は 困 難 で あ

る 。 そ こ で 、 必 要 最 小 限 の 情 報 と して 文 献 に 係 わ る 書 誌 事 項 、 著 者 名 、 抄 録 等 を 収 録 す

る と 共 に 、 検 索 効 率 の 面 か ら フ ァ ジ ィ 理 論 の 体 系 化 に 基 づ い て 作 成 し た フ ァ ジ ィ理 論 基

礎 用 語 シ ソ ー ラ ス を 参 照 して キ ー ワ ー ドを 付 与 して い る 。

(D抄 録 作 成

収 集 ・選 択 さ れ た 各 文 献 に つ い て 抄 録 を 作 成 す る 。 学 会 関 係 の 学 会 誌 ・講 演 論 文 集

に は 、 通 常 、ABUSTRACTと しで そ の 要 旨が つ け られ る の が 普 通 で あ る 。 しか

し、 こ れ ら は デ ー タ ベ ー ス へ の 収 録 を 前 提 と して 作 成 さ れ て い な い こ と と 、 学 会 に

よ っ て は ご 英 文 に 限 定 さ れ て い た り 、 英 文 ・和 文 の い ず れ で も可 な ど 様 々 で あ り、 又 、

そ の 文 字 数 に つ い て も 長 短 が あ る 。 昨 年 度 開 発 した 「フ ァ ジ ィ に 関 す る 文 献 デ ー タ

ベ ー ス シ ス テ ム 」 で は 設 計 時 に 調 査 を 行 っ て 、 抄 録 の 最 大 文 字 数 を400字 と して い

る 。 そ こ で 、 当 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 に あ た っ て は これ に あ わ せ て 和 文 の 抄 録 を 作 成 し

て 収 録 した 。(文 献 デ ー タ シ ー ト記 入 要 領 参 照)

② キ ー ワ ー ド付 与

文 献 デ ー タ シ ー ト記 入 要 領(図2-3)に 従 って 最 大12個 ま で の キ ー ワ ー ドを 付

与 す る 。 こ の キ ー ワ ー ド付 与 に つ い て は 平 成2年 度 に 実 施 し た 「フ ァ ジ ィ 文 献 デ ー タ

ベ ー ス 開 発 計 画 調 査 」 の 際 に 作 成 した フ ァ ジ ィ 理 論 の 体 系 化 に 基 づ く シ ソ ー ラ ス(資

料 参 照)を 参 照 して 付 与 して い る 。
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キ ー ワ ー ドに つ い て は 主 た る 情 報 源 で あ る 日 本 フ ァ,ジ ィ'学 会 の 発 表 論 文 に も付 与 さ

れ て い な い こ と か ら、 全 収 録 文 献 に つ い て フ ァ ジ ィ の 専 門 家 の 協 力 を 得 て キ ー ワ ー ド

付 与 を 実 施 した 。:・ 、 、=

今 後 、 発 表 され る 日本 フ ァ ジ ィ 学 会 の 文 献 に つ い て は 、 当 デ ー タ ベ ー ス の 収 録 を 前

提 と して 著 者 自身 に よ る 和 文 抄 録 と キ ー ワ ー ド付 与 が 行 わ れ る よ う 日本 フ ァ ジ ィ学 会

の 協 力 が 得 ら れ る こ と とな っ て い る 。

5.書 誌 事 項 補 足

作 成 さ れ た 文 献 デ ー タ シ ー トの 書 誌 事 項 に っ い て 確 認 し 、 必 要 が あ れ ば 補 足 等 を 行 っ

て 最 終 的 な 文 献 デ ー タ シ ー トと す る 。

6.文 献 情 報 の 電 子 化 ・登 録

作 成 さ れ た 文 献 デ ー タ シ ー トの 文 献 情 報 を 昨 年 度 開 発 した 「フ ァ ジ ィ文 献 デ ー タ ペ ー

シ ス テ ム 」 を 用 い て 電 子 化 し、 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ 登 録 す る 。 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ 文 献

情 報 を 登 録 す る方 法 に は 一 括 登 録 と会 話 登 録 の2つ の 方 法 が あ る 。

一 括 登 録 は 多 量 の 文 献 情 報 を 電 子 化 し、 ま と め て 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 方 法 で

あ る 。 こ の 方 法 の 特 徴 は 電 子 化 す る と き 、 直 接 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス を 扱 わ な い た め 、 同

時 に 複 数 の 人 が 文 献 情 報 の 電 子 化 に 携 わ れ れ る こ と で あ る 。1度 に 登 録 す る デ ー タ 量 が

多 く、 電 子 化 す る要 員 を 複 数 人 確 保 で き る 場 合 は 、 電 子 化 に 要 す る 期 間 が 短 くて す む た

め こ の 方 法 が 望 ま し い 。

ま た 、 会 話 登 録 は 文 献 情 報 を1件 つ つ 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 直 接 登 録 す る 方 法 で あ る 。

こ の 方 法 で は 同 時 に 電 子 化 に 携 わ れ る の は1人 だ け で あ る が 電 子 化 即 登 録 と な る た め1

度 に 登 録 す る 文 献 情 報 が 少 な い 場 合 や 電 子 化 に1人 しか 携 わ れ な い 場 合 は この 方 法 が 望

ま しい 。(資 料 「フ ァ ジ ィ に 関 す る文 献 デ ー タ シ ス テ ム 」 の う ち 、 デ ー タ の 登 録 ・修 正

・削 除 の 項 を 参 照)

今 年 度 の デ ー タ ベ ー ス 構 築 に 際 して は 中 核 と な る デ ー タ ベ ー ス を 作 る 立 ち 上 が り の 時

で あ り 、 比 較 的 短 期 間 に 電 子 化 ・登 録 の 必 要 が あ る こ と か ら一 括 登 録 で 処 理 し た 。

特 に 、 電 子 化 に 際 して は 情 報 入 力 時 に 最 も 時 間 と 人 手 を 要 す る た め 、 運 用 セ ン タ ー と
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して は 人 手 に よ る 入 力 を 出 来 る だ け 省 が 化 ず る必 要 が あ る 。 そ の た め 、 日本 フ ァ ジ ィ 学

会 に 対 して 発 表 文 献 に は 抄 録 、 キ ー ワ ー ド付 与 を 行 う と 共 に 可 能 な 限 り フ ロ ッ ピ ー ・

デ ィ ス クで 提 供 す る よ う 要 請 して い る 。

7.運 用 計 画

7.1運 用 主 体

フ ァ ジ ィ文 献 デ ー タ ベ ー ス 提 供 に 係 る運 営 に つ い て は 、 主 と して 働 日本 情 報 処 理 開 発

協 会 が 行 い 、 デ ー タ ベ ー ス 更 新 等 に 係 る情 報 提 供 に つ い て は 、 本 分 野 の 専 門 的 立 場 に あ

る 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 及 び 国 際 フ ァ ジ ィ工 学 研 究 所 が これ に 協 力 す る 。

7.2運 用 方 法

(1)体 制 ・

デ ー タ ベ ー ス の 管 理 、 情 報 の 電 子 化 及 び 情 報 提 供 サ ー ビ ス 等 の 運 営 セ ン タ ー と して

㈱ 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 が あ た り 、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・更 新 に 係 る 情 報 収 集 、 抄 録 の

作 成 、 キ ー ワ ー ド付 与 等 に つ い て は 、 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 、 国 際 フ ァ ジ ィ 工 学 研 究 所 が

協 力 す る 。

(2}デ ー タ ベ ー ス 更 新 方 法

運 営 セ ン タ ー は 、 日 本 フ ァ ジ ィ 学 会 等 か ら提 供 さ れ る情 報 を 基 に 、 昨 年 度 開 発 し た

「フ ァ ジ ィ に 関 す る 文 献 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 」 を 利 用 して 更 新 を 行 う 。

(a)更 新 デ ー タ

過 去 及 び 今 年 度 の デ ー タ に つ い て は 、 日本 フ ァ ジ ィ学 会 が 抄 録 の 作 成 、 キ ー ワ ー

ド付 与 を 行 い 、 運 営 セ ン タ ー で 電 子 化 及 び 更 新 を 行 う 。

ま た 、 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 関 係 諸 等 の 来 年 度 以 降 の デ ー タ に つ い て は 、 著 者 自身 が

抄 録 の 作 成 、 キ ー ワ ー ド付 与 を 行 い 、FDで 学 会 へ 提 供 す る 。 運 営 セ ン タ ー で は 当

該FD等 の 提 供 を 受 け た 後 、 既 開 発 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に よ り デ ー タベ ー ス の

更 新 を 行 う 。

(b}更 新 頻 度

学 会 誌 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 論 文 集 等 の 発 行 回 数 を 考 慮 し て 、 最 大4回/年 とす る 。

(3)デ ー タ ベ ー ス の 提 供 方 法

デ ー タ件 数 が あ る程 度(5,000件 位)の 規 模 に 達 す る ま で は 、 原 則 と して 冊 子
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体 で の 提供 を行 い、 対 価 と して実 費 程 度 を 徴 収 す る。

8.今 後 の 課 題

フ ァ ジ ィ に 関 す る文 献 デ ー タ ベ ー ス の 中 核 と な る デ ー タ ベ ー ス を 構 築 した が 、 当 面 の

課 題 と 本 格 的 な 運 用 を 行 う上 で の 課 題 は 、 以 下 の と お りで あ る 。

(1)著 者 名 や 抄 録 に 外 字(JISの 第1水 準 、 第2水 準 に な い 文 字)が 出 現 す る 。 今 後

は 所 属 機 関 名 等 の 固 有 名 詞 に も 出 現・の 可 能 性 が あ る 。 特 に 、 フ ァ ジ ィ理 論 に 係 る 文 献

の 抄 録 に は数 式 等 に 演 算 記 号 、 上 ・下 つ き バ ー 、 上 ・下 つ き 添 字 が あ る 。

②1度 に ま と ま って 発 表 さ れ る 学 会 の 大 会 論 文 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 論 文 集 な ど 文 献 は 一

括 して 電 子 化 す る こ と に な る が 運 用 セ ン タ ー の 負 荷 が 大 き い 。

(3)ま だ 、 中 核 と して の デ ー タ ベ ー ス 構 築 で あ り、 更 に 網 羅 的 に 文 献 を 収 集 し 、 登 録 件

数 を 増 す 必 要 が あ る 。

(4)本 格 的 運 用 に 入 れ ば フ ァ ジ ィ理 論 の 体 系 化 、 分 野 の 体 系 化 、 機 能 の 体 系 化 の 見 直 し

が 必 要 と な る で あ ろ う。

一14一



資 料

平 成2年 度 報 告 書 「フ ァ ジ文 献 デ ー タ ベ ー ス 開 発 計 画 調 査 報 告 書 」

平 成3年 度 報 告 書 「フ ァ ジ に 関 す る文 献 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 開 発 」

こ の 資 料 は 、 上 記 報 告 書 よ り 文 献 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 に 係 わ る 部 分 を 抜 粋 して 資 料 と し

た も の で あ る 。

な お 、 項 目 名 ・説 明 文 等 の 二 部 を 修 正 ・削 除 した と こ ろ は あ る が 、 上 記 報 告 書 と の 整 合

性 を 考 慮 して 、 項 目 番 号 、 図 番 号 等 は そ の ま ま と し た 。
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PC-98RL(ノ ー マ ル モ ー ド)シ リ ー ズ

640Kバ イ ト以 上

64Kバ イ ト以 上

ユ ー ザ:5.5Mバ イ ト以 上 、 運 用 セ ン タ:8Mバ イ ト以 上

1台

PC-PR201シ リ ー ズ

LBP-A408/406(201エ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ ー ド)
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3.2ソ フ ト ウ エ ア 構 成

運 用 セ ンタ と一 般 ユ ー ザ とで若 干 の違 い が あ る。

(1)運 用 セ ン タ

OS

DBMS

そ の 他 の パ ッ ケ ー ジ

ム

パ
テ
カ
ス
ド㌘㍉羅

MS-DOS3.1以 上

R:BASEPROV2.2以 上

R:BASECPIV3.1以 上

PPIIV2.1以 上

ATOK5ま た はATOK6ま た はATOK7

EMS4.0対 応

デ ー タ入 力 ツ ー ル

デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム

検 索 プ ロ グ ラ ム

編 集 用 各 プ ロ グ ラ ム

文 献DB,シ ソ ー ラ スDB.索 引DB.運 用 支 援DB

(2)一 般 ユ ー ザ

専 用 検 索 プ ロ グ ラ ム を使 う場 合 の構成 を示 す。

OS

そ の 他 の パ ッ ケ ー ジ

日本 落 入 力 シ ス テ ム

EMSデ バ イ ス ド ラ イ バ

Dr
B

4
n
h
U

MS-DOS3.1以 上

R:BASECPIV3.1以 上

ATOK5ま た はATOK6ま た はATOK7

EMS4.0対 応

BDスラ
三
ーフ.

ソ

ク

シ

ロブ

田

索
敵
検
文
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4.機 能 構 造

4.1プ ロ グ ラ ム 構 成

本 シ ス テ ム は 、DBMSと してR:BASEPROを 、 画 面 設 計 の た め の ツ ー ル と してPP.llを 使 う。

ま た 、 プ ロ グ ラ ム か ら デ ー タ ベ ー ス を ア・ク セ スす る た め にR:BASECPtを 使 う。 表4-1に 機 能

と プ ロ グ ラ ム の 対 応 を 示 す 。

表4-1機 能 と プ ロ グ ラ ム と の 対 応

機能 プ ロ グ ラ ム/パ ッ ケ ー ジ 名 称 :プ ロ グ ラ ム 記 号 名 備考

定義 R:BASEPRO

←

登録追加 デ ー タ 入 力 ツ ー ル DATAIN PPll

デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム UPDATE R:BASECPl

修正 R:BASEPRO

削除 R:BASEPRO

検索 検索 FUZZY R:BASEC円

PPU

編集 R:BASEPRO

分 野 リ ス ト編 集 BUNYA

分 野 テ キ ス トフ ァ イ ル 編 集 BUNYAF
シ ソ ー ラ ス リ ス ト編 集 ・ THESAU
シ ソ ー ラ ス テ キ ス トフ ァ イ ル 編 集 THESAUF

文 献 リ ス ト編 集 BUNKEN

文 献 テ キ ス ト フ ァ イ.ル BUNKENP

KWIC R:BASEPRO

素引編集 縮 退 フ ァ イ ル作 成 KWICO1

KWIC索 引 出力 K川CO3

'

運用支援 R:BASεPRO

4.2処 理 の 流 れ

4.2.1デ ー タ の 登 録

デ ー タ 登 録 の 方 法 は2つ あ る。

・ デ ー タ 入 力 ツ ー ル を 使 う方 法

・R:BASEPROの デ ー タ 登 録 機 能 を 直 接 使 う 方 法
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こ の う ち 、R:BASEPROの デ ー タ登 録 機 能 を 使 う方 法 に っ い て は こ こ で は 述 べ な い 。 デ ー

タ 入 力 ツ ー ル を 使 う方 法 の 処 理 の 流 れ は 以 下 の と お り で あ る。

キ ー ボ ー ド

デ ィ ス プ レ イ ← 一 → デ ー タ入 力 ツ ー ル

↑

1

↓
ロ 　
ロ コ
・文 献 入 力 フ ァ イ ル ・
● ●

ロ コ

1文 献 入 力 フ ァ イ ル(複 数 個)1
● ■

1

↓

ソ ー ト

1

↓

コ コ

1文 献 入 力 フ ァ イ ル=
t1

ロ 　

コ コ
・文 献 入 力 フ ァ イ ル ・
● ●

1

↓

デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム

1

↓
■1

コ コ

1文 献 デ ー タ ベ ー ス;
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8.デ ー タ ベ ー ス

本 シ ス テ ム は 、DBMSと し て 市 販 の パ ッ ケ ー ジR:BASEPROを 使 用 す る 。 本 シ ス テ ム は4

つ の デ ー タ ベ ー ス

・文 献 デ ー タ ベ ー ス

・ シ ソ ー ラ ス デ ー タ ベ ー ス

・索 引 キ ー デ ー タ ベ ー ス

・運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス

を 持 つ 。 こ れ ら は と も にR:BASEPROの 管 理 の も と に あ る。

8.1文 献 デ ー タ ベ ー ス

フ ァ ジ ィ文 献 デ ー タ を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

文 献

② テ ー ブ ル 構 成

文 献 テ ー ブ ル

著 者 文 献 テ ー ブ ル

キ ー ワ ー ド文 献 テ ー ブ ル

出 典 種 別 テ ー ブ ル

言 語 テ ー ブ ル

国 名 テ ー ブ ル

分 野 テ ー ブ ル

8.1.1文 献 テ ー ブ ル

文 献 デ ー タ の う ち 、 複 数 の 値 を 持 た な い 項 目 の 値 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

文 献

② 主 キ ー
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文 献 番 号

③ 外 部 参 照 キ ー

出 典 種 別:出 典 種 別 テ ー ブ ル の 出典 種別 コー ド

発 行 国:国 名 テー ブ ル の 国 名 コー ド

本 文 の 言 語:言 語 テ ー ブ ル の 言 語 コ ー ド

④ 属 性

,

項目名TAG TypeLength Key

1文 献 番 号RN

2標 題/書 名(和 文)Tl

3副 題/シ リー ズ 名ST

4標 題/書 名(英 文)TIE

5会 議/講 演 会/CO

シ ン ポ ジ ウ ム 名(和 文)

6会 議/講 演 会/COK

シ ン ポ ジ ウ ム 名 くカ ナ)

7出 典 種 別KC

8掲 載 雑 誌 名(和 文)MG

9掲 載 雑 誌 名(カ ナ)MGK

10掲 載 雑 誌 名(英 文)MGE

l1掲 載 雑 誌 巻VL

12掲 載 雑 誌 号ISS

l3ペ ー ジ(開 始)PGB

14ペ ー ジ(終 了)PGB

15出 版 社/出 版 学 会(和 文)PB

16出 版 社/出 版 学 会(カ ナ)PBK

17発 行 年 月 日YR

18発 行 国NC

19本 文 の 言 語LC

201SBN/ISSNIS

21抄 録AB

TEX↑8

TEXT100

TEXT50

TEXT50

TEXT50

TEXT30

TEXT1

↑EXT50

TEXT30

TEXTlOO

TEXT4

TEXT4

TEXT4

TEXT4

TEXT40

TEXT30

DATE

TEXT3

TEXT2

TEXT13

NOTEMax800

‡

‡

:

8.1.2著 者 文 献 テ ー ブ ル

`

文 献 と著 者 の 関 係 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

著 者 文 献

② 主 キ ー

文 献 番 号.著 者(和 文).所 属(和 文)

③ 外 部 参 照 キ ー

文 献 番 号:文 献 テー ブ ル の 文献 番 号
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④ 属性

項目名 TAG Type Length Key

1

2

3

4
侑

5

e
O

7

文 献 番 号
著 者 名(和 文)
著 者 名(カ ナ)

著 者 名(英 文)
所 属(和 文)
所 属(カ ナ)
所 属(英 文)

RN

AU

AUK

AUE

RG

RGK

RGE

TEXT

TEXT

TEX↑

.TEXT

TEXT

TEXT

TEXT

8

20

20

30

50

25

100

ま
・

*

±
・

ま
・

ま
・

‡

ま
・

8.1.3キ ー ワ ー ド文 献 テ ー ブ ル

文 献 と キ ー ワ ー ドの 関 係 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

キ ー 文 献

② 主 キ ー

文 献 番 号.キ ー ワ ー ド(和 文 》,区 分1

③ 外 部 参 照 キ ー

文 献 番 号:文 献 テ ー ブ ル の 文 献 番 号

④ 属 性

項 目名 TAG Type Length Key

-

り
6

り
◎

刀
鴫

【
d

C
U

文 献 番 号
キ ー ワ ー ド(和 文)

キ ー ワ ー ド(カ ナ)

キ ー ワ ー ド(英 文)

区 分1

区 分2

RN

KW

KWK

KWE

CLl

CL2

TEXT

TEXT

TEXT

TEXT

TEXT

TEXT

0
0

己
0

∩
U

O

1

1

4

0
J

C
J

品
?

*

↓
?

古
■

ま
・

圭
ガ

8.1.4出 典 種 別 テ ー ブ ル

出 典 種 別 の コ ー ド ー 名 称 対 応 表 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

出 典 種 別
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② 主 キ ー

出典 種 別 コー ド

③ 外 部 参 照 キ ー

な し

④ 属 性 ・

項目名 TAG Type Length Key

!出 典 種 別 コー ド
2出 典 種 別 名

(し

N

K

K

TEXT

TEXT

1

21

‡

8.L5言 語 テ ー ブ ル

言 語 の コ ー ド ー 名 称 対 応 表 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

言 語

② 主 キ ー

言 語 コ ー ド

③ 外 部 参 照 キ ー

な し

④ 属 性

項目名 ↑AG Type Length Key

1言 語 コ ー ド

2言 語 名

C

N

L

L

TEXT

TEXT

り
6

02

占
▼

占
丁

8.1.6国 名 テ ー ブ ル

国 名 の コ ー ド ー 名 称 対 応 表 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

国 名

② 主 キ ー
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国 コー ド

③ 外 部 参 照 キ ー

な し

④ 属 性

項目名 TAG Type Length Key

1国 コ ー ド

2国 名 ・

(
し

N

N
W

N

TEXT

TEXT

3

03

孝

↓
?

8.1.7分 野 テ ー ブ ル

分 野 の コ ー ド ー 名 称 対 応 表 を 格 納 す る。

①R:BASEPROで の 名 称

分 野

② 主 キ ー

分 野 コ ー ド

③ 外 部 参 照 キ ー

な し

④ 属 性

項 目名 TAG Type Length Key

1分 野 コ ー ド

2分 野 名

ρ
V

N

口
「

F

TEXT

TEXT

1

0

1

【
0

・塞
・

*
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9.フ ァ イ ル

(1)文 献 入 力 フ ァ イ ル

① 記 号 フ ァイ ル 名

任意

② フ ァ イ ル 媒 体

FDま た はHDD

③ レ コ ー ド長

4800バ イ ト(固 定)

④ 最 大 レ コ ー ド数

⑤ レ コ ー ド フ ォ ー マ ッ ト

項 目 名 繰 返 し回 数 長 さ 開 始 位 置 備考

文 献 番 号

標 題(和 文)

副 題

標 題(英 文)
ISBN/ISSN

出 展 種 別

出 版 社(和 文)

出 版 社(フ リガ ナ)

発 行 年 月 日

発 行 国

本 文 の 言 語

会 議 名(和 文)

会 議 名(フ リガ ナ)

掲 載 雑 誌 名(和 文)

掲 載 雑 誌 名(フ11ガ ナ)

掲 載 雑 誌 名(英 文)

掲 載 雑 誌 巻

掲 載 雑 誌 号
ペ ー ジ(開 始)

ペ ー ジ(終 了)

著 者 名(和 文)

著 者 名(フ リガ ナ)

著 者 名(英 文)

所 属(和 文)

所 属(フ リガ ナ)

所 属(英 文)

区 分1

区 分2
キ ー ワ ー ド(和 文)

キ ー ワ ー ド(フリガ ナ)

キ ー ワ ー ド(英 文)

抄 録

予 備

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

8

0

0

0

3

1

0

0

8

3

2

0

0

0

0

0

4

4

4

4

0

0

0

0

5

0

1

1

6

0

0

0

8

0

5

7

1

4

3

5

3

5

3

0

2

2

3

5

2

0

4

3

5

0

4

1

1

1

00
1

1

9

9

9

9

2

3

3

3

1

4

6

6

6

6

6

6

0

4

8

2

2

2

2

2

7

7

9

1

3

3

3

3

0

5

2

4

4

8

1

2

2

2

7

0

5

8

8

9

9

9

0

4

8

9

4

1

1

2

4

9

5

5

5

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

5

5

5

5

6

7

8

0

4

6

3

3

3

8

2

8

6

1

1

1

2

2

2

2

3

3

4
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10.コ ー ド

(1)出 典 種 別

① コ ー ド名 称:出 典 種 別 コー ド

② 桁 数:1

表10・-1出 典 種 別

コ ー ド 意味

1 学会誌
2 論文誌
3 研究会
4 シ ン ポ ジ ウ ム

5 大会
6 単行本
7 商業誌
8 会社技報
9 そ の 他

(2)言 語

① コ ー ド名 称:言 語 コ ー ド

② 桁 数:2

表10-2言 語 コ ー ド

昨 年 度 報 告 書 の 表5.5.4-1を 参 照 の こ と

(3)国 名

① コ ー ド名 称 ∵ 国 名 コ ー ド

② 桁 数:3

表10-3国 名 コ ー ド

昨 年 度 報 告 書 表5.5.'4-2を 参 照 の こ と

(4)属 性

① コ ー ド名 称:

② 桁 数:1

カ テ ゴ リ コ ー ド
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5.デ ー タ の 登 録 ・修 正 ・削 除

5.1概 要

本 シ ス テ ム の 使 用 す る4っ の デ ー タ ベ ー ス の うち 、 次 の3っ の デ ー タ ベ ー ス

・ 文 献 デ ー タ ベ ー ス

・ シ ソ ー ラ ス デ ー ベ ー ス

・ 索 引 デ ー タ ベ ー ス

の 更 新(登 録 、 修 正 、 削 除)に つ い て 述 べ る。 運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス に つ い て は 、7章 に 述

べ る。

文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の デ ー タ の 登 録 方 法 に は 、 複 数 の 文 献 デ ー タ を ま と め て 登 録 す る 一

括 更 新 と 文 献 デ ー タ を1件 つ つ 登 録 す る会 話 登 録 が あ る。 会 話 登 録 は 、R:BASEPROの 既 存 機

能 を 使 って 行 う。

文 献 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ の 修 正 、 削 除 、 シ ソ ー ラ ス デ ー タ ベ ー ス 、 索 引 デ ー タ ベ ー ス

の デ ー タ の 登 録 、 修 正 、 削 除 はR:BASEPROの 会 話 登 録 、 修 正 、 削 除 機 能 を 使 っ て 行 う。

5.2文 献 デ ー タ

文 献 デ ー タ ベ ー ス に 文 献 デ ー タ を 登 録 す る 方 法 は 、 大 き く分 け て 次 の2っ が あ る。

・ 一 括 登 録

・ 会 話 登 録

一 括 登 録 は 、 複 数 件 の 文 献 デ ー タ を い っ た んMS-DOSの テ キ ス トフ ァ イ ル(文 献 人 力 フ ァ イ

ル)に 電 子 化 し、 そ れ ら を ま と め て 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 方 法 で あ
.る。 こ の 方 法 の 特

徴 は 、 電 子 化 す る 時 、 直 接 文 献 デ ー タ ベ ー ス を 扱 わ な い た め 、 同 時 に 複 数 の 人 が 文 献 デ ー

タ の 電 子 化 に 携 わ れ る こ と で あ る。1度 に 登 録 す る デ ー タ が 多 く、 電 子 化 の 要 員 を 何 人 か 確

保 で き る 場 合 は 、 電 子 化 に 要 す る 期 間 が 短 くす む た め 、 こ の 方 法 が 望 ま し い。

会 話 登 録 は 、 文 献 デ ー タ を1件 つ つ 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 直 接 登 録 す る 方 法 で あ り、R:BAS

EPROの 会 話 登 録 機 能 を 使 っ て 行 う。 こ の 方 法 で は 、 同 時 に 電 子 化 に 携 わ れ る の は1人 だ け

で あ る が 、 電 子 化 即 登 録 と な る。1度 に 登 録 す る デ ー タ が 少 な い 場 合 や 、 電 子 化 に1人 し か

携 わ れ な い 場 合 は 、 こ の 方 法 が 望 ま しい。
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5.2.1文 献 デ ー タ の 一 括 登 録

一 括 登 録 に お い て 、 文 献 デ ー タ を 電 子 化 す る 方 法 は 次 の2っ あ る。

・ デ ー タ 入 力 ツ ー ル を 使 う方 法

・ 市 販 の テ キ ス トエ デ ィ タ を 使 う方 法'

以 下 に 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に っ い て 述 べ る。

(1)デ ー タ 入 力 ツ ー ル を 使 っ て 電 子 化 す る場 合 の 登 録 の 手 順

"プ

↓

舛
トーシターデ

述
献
記
文

の

デ ー タ 入 力 ツ ー ル1

ルイアブ

↓
力

↓
入獄文

デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム

↓

文 献 デ ー タ ベ ー ス

(a)デ ー タ 入 力 ツ ー ル の 操 作 法

デ ー タ 入 力 ツ ー ル は 、 文 献 デ ー タ 登 録 専 用 の エ デ ィ タ で あ り、 キ ー ボ ー ドか ら 人 力 さ れ

た デ ー タ を 文 献 入 力 フ ァ イ ル に 書 き 出 す 。 本 ツ ー ル は 以 下 の よ う な 機 能 を 持 って い る。

・ 新 規 文 献 入 力 フ ァ イ ル の 作 成

・ 既 存 文 献 入 力 フ ァ イ ル へ の 文 献 デ ー タ の 追 加

・ 既 存 文 献 入 力 フ ァ イ ル の 文 献 デ ー タ の 修 正

・ 既 存 文 献 入 力 フ ァ イ ル の 文 献 デ ー タ の 削 除

① 起 動 と 終 了

カ レ ン トデ ィ レ ク ト リ を デ ー タ 入 力 ツ ー ル の 実 行 形 式 プ ロ グ ラ ム(DA↑AIN.EXE)の あ る

デ ィ レ ク ト リ に 移 し た 後

DATAIN'文 献 入 力 フ ァ イ ル の パ ス 名"

を 入 力 す る。 文 献 入 力 フ ァ イ ル 名 は 任 意 で あ る。 既 存 の 文 献 入 力 フ ァ イ ル を 修 正 す る

こ と も、 新 規 に 作 成 す る こ と も で き る。 図5-1に 示 す 初 期 画 面 が 現 わ れ る。

終 了 さ せ る に は 、ESCキ ー を 押 す 。
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図5-1デ ー タ 入 力 ツ ー ル の 初 期 画 面

② 新 規 文 献 入 力 フ ァ イ ル の 作 成

a)初 期 画 面 か ら 文 献 番 号 を 入 力 す る。

デ ー タ 入 力 ツ ー ル を 終 了 さ せ る と き は、ESCキ ー を 押 す。

b)図5-2の(A)に 示 す 編 集 画 面(そ の1)が 表 示 さ れ る。

編 集 画 面 は6種 類 か ら な る。

・著 者 名 を 除 く書 誌 事 項:編 集 画 面(そ の1)

・著 者 名 と所 属 機 関 名:編 集 画 面(そ の2
.3)

・抄 録:編 集 画 面(そ の4)

・キ ー ワ ー ド:編 集 画 面(そ の5
.6)

編 集 画 面 間 の 移 動 はROLLDOWNキ ー(次 画 面)とROしLUPF-(前 画 面)で 行 う。
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C)編 集 を 終 了 す る場 合 は 、6種 類 の 編 集 画 面 の ど こ か でr3キ ー を 押 す 。d)の 操 作 に 移

る。

編 集 を 中 止 す る 場 合 は 、ESCキ ー を 押 す。 編 集 途 中 の デ ー タ は 捨 て ら れ 、 初 期 画 面

が 表 示 さ れ る。

d)図5-3に 示 す 処 理 確 認 画 面 が 表 示 さ れ る。

・編 集 結 果 を フ ァ イ ル に 書 き出 し、 編 集 画 面 を ク リ ア す る 場 合:実 行 ク、リ ア

・編 集 結 果 を フ ァ イ ル に 書 き 出 し、 編 集 画 面 を ク リア しな い 場 合:実 行 ノ ン ク

リ ア

・再 度 、 編 集 を 行 う場 合:再 編 集

・編 集 結 果 を フ ァ イ ル に 書 き 出 さ な い 場 合(中 止 と 同 じ):取 消

吟再 編 集'以 外 は
、 初 期 画 面 に 戻 る。

図5-3処 理 確 認 画 面

③ 既 存 文 献 入 力 フ ァイ ル へ の文 献 デ ー タ の 追 加

② 新 規 文 献 入 力 フ ァ イ ル の 作成 と同 じ。
、

④ 既 存 文 献 入 力 フ ァ イ ル の 文 献 デ ー タ の 修 正 と 削 除

a)文 献 番 号 に よ り文 献 を 指 定 す る。

2っ の 方 法 が あ る。

イ.初 期 画 面 か ら 文 献 番 号 を 入 力 す る。 処 理 選 択 画 面(図5-5)が 表 示 さ れ る。

ロ.初 期 画 面 でCRキ ー の み 押 す 。 図5-4に 示 す 文 献 番 号 選 択 メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る の

で 文 献 番 号 を 選 択 す る。 処 理 選 択 画 面(図5-5)が 表 示 さ れ る。

選 択 を 取 り や め る場 合 はESCキ ー を 押 す 。
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.日

図5-4文 献 番 号 選 択 メ ニ ュ ー 図5-5処 理 選 択 画 面

b)処 理 選 択 画 面 の 処 理 を 選 択 す る。

・文 献 デ ー タ を 修 正 す る:修 正

・文 献 デr・一夕 を 削 除 す る:削 除

・先 に 指 定 し た 文 献 に 対 す る 処 理 を 取 り や め る:取 消

●取 消'を 選 択 す る と
、 初 期 画 面 に 戻 る。

'削 除'を 選 択 す る と
、e)に 移 る。

'修 正'を 選 択 す る と
、 編 集 画 面(図5-2)が 表 示 さ れ る。

C)現 在 、 編 集 画 面 に 指 定 さ れ た 文 献 の 内 容 が 表 示 さ れ て い る。 こ の 画 面 の デ ー タ を 修

正 す る。

編 集 画 面 は6種 類 か ら な る。

・著 者 名 を 除 く書 誌 事 項:編 集 画 面 くそ の1)

・著 者 名 と 所 属 機 関 名:編 集 画 面(そ の2 .3)

・抄 録:編 集 画 面(そ の4)

・キ ー ワ ー ド:編 集 画 面(そ の5
.6)

編 集 画 面 間 の 移 動 はROLLDOWNキ ー(次 画 面)とROLLUPキ ー(前 画 面)で 行 う。

d)編 集 を 終 了 す る場 合 は 、6種 類 の 編 集 画 面 の ど こ か でf3キ ー を 押 す。e)の 操 作 に 移

る。

編 集 を 中 止 す る 場 合 は 、ESCキ ー を 押 す 。 編 集 途 中 の デ ー タ は 捨 て ら れ 、 初 期 画 面

が 表 示 さ れ る。

e)図5-3に 示 す 処 理 確 認 画 面 が 表 示 さ れ る。

・編 集 結 果 を フ ァ イ ル に 書 き 出 し、 編 集 画 面 を ク リ ア す る場 合
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あ る い は 、 削 除 を 実 行 す る場 合:実 行 ク リ ア

・編 集 結 果 を フ ァ イ ル に 書 き 出 し、 編 集 画 面 を ク リア し な い 場 合

あ る い は 、 削 除 を 実 行 す る 場 合:実 行 ノ ン ク リ ア

・再 度 、 編 集 を 行 う 場 合

あ る い は 、 削 除 を 取 り や め る場 合:再 編 集

・編 集 結 果 を フ ァ イ ル に 書 き 出 さ な い場 合

あ る い は 、 削 除 を 取 りや め る 場 合(中 止 と 同 じ):取 消

修 正 時 の'再 編 集'以 外 は、 初 期 画 面 に 戻 る。

(b)デ ー タ登 録 プ ロ グ ラ ム の 操 作 法

a)カ レ ン トデ ィ レ ク ト リ を デ ー タ登 録 プ ロ グ ラ ム の 実 行 形 式 プ ロ グ ラ ム(UPDATE .EXヒ 、

の あ る デ ィ レ ク ト リに 移 し た 後

UPDATE'文 献 入 力 フ ァ イ ル の パ ス 名'

を 入 力 す る。

b)実 行 終 了 後 、 登 録 文 献 件 数 が 画 面 に 表 示 さ れ る。

文 献 番 号 の2重 登 録 等 の エ ラ ー が あ っ た場 合 、 エ ラ ー デ ー タ は 文 献 エ ラ ー フ ァ イ ル

に 書 き 出 さ れ る。 文 献 エ ラ ー フ ァ イ ル の フ ァ イ ル 名 は 文 献 入 力 フ ァ イ ル の フ ァ イ ル

名 の 拡 張 子 をERRに 変 え た も の で あ り、 カ レ ン トデ ィ レ ク ト リの 下 の デ ィ レ ク ト リ

ERRORの 下 に 作 ら れ る。
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(2)市 販 の テ キ ス トエ デ ィタ を 使 って電 子 化 す る場 合 の登 録 の 手 順

拍 プ ィン
文 献 の記 述 →

文献番号

書誌事項等

テ キ ス ト エ デ ィ タ

タイプ イン
→

ル
ーイアフトス

↑

キ

↓

↓

テ献文

テ キ ス トエ デ ィ タ

ルイアフトス

↓

キ

↓

テ献文

フ ォ ー マ ッ ト変 換

↓

文 献 入 力 フ ァ イ ル

↓

タL7'インE
タ入 力 ツ ー ル

↓

文 献 入 力 フ ァ イ ル

↓

デ ー タ登 録 プ ロ グ ラ ム

↓

文 献 デ ー タ ベ ー ス

5.2.2文 献 の 会 話 登 録

文 献 の 会 話 登 録 は 、R:BASEPROの デ ー タ 登 録 機 能 を 使 う。 こ こ で は 、 必 要 最 小 限 の 操 作

法 の み 記 述 す る。 詳 細 はR:BASEPROの ユ ー ザ マ ニ ュ ア ル を 参 照 さ れ た い。

以 下 の3っ の 場 合 に 分 け て 説 明 す る。

・ 新 し い 文 献 の 登 録

・ 既 に 登 録 さ れ て い る 文 献 の 著 者 名 ・所 属 名 の 追 加

・ 既 に 登 録 さ れ て い る 文 献 の キ ー ワ ー ドの 追 加

(1)新 し い 文 献 の 登 録

新 しい 文 献 と は 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 未 登 録 の 文 献 の こ と で あ る。

(a)文 献 デ ー タ 登 録 画 面 の 呼 出 し
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① カ レ ン トデ ィ レ ク ト リをRBASE.EXEの あ る デ ィ レ ク ト リ に 移 動

CDYRBPRO

②R:BASEPROの 起 動

RBASE

③ コ マ ン ドモ ー ドへ の 移 行

R:BASEPROを 起 動 す る と、 メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。 コ マ ン ドモ ー ドに 移 行 す

る に は 、ESCキ ー を 押 す 。 プ ロ ン プ トR>が 現 れ る。

④ 文 献 デ ー タ 登 録 画 面 の 呼 出 し'

プ ロ ン プ トR>の 後 に

PLAYBACKBUNKEN.NEW

を 入 力 す る。

(b)文 献 デ ー タ の 入 力

文 献 デ ー タ 登 録 画 面 に 文 献 デ ー タ を 入 力 す る。'文 献 デ ー タ 登 録 画 面 は4種 類 の 画 面 か ら な

る。

・ 書 誌 事 項 入 力 画 面

・ 抄 録 入 力 画 面

・ 著 者 名 ・所 属 機 関 名 入 力 画 面

・ キ ー ワ ー ド入 力 画 面

① 画 面 間 の 移 動

次 画 面 へ の 移 動:ROLLDOWNキ ー ま た は 、 画 面 最 後 の 項 目 入 力 後RETURNキ ー

前 画 面 へ の 移 動:ROLLUPキ ー

② 項 目 間 の 移 動 ・,、

次 項 目 へ の 移 動:↓ キ ー ま た はRE↑URNキ ー

前 項 目 へ の 移 動:↑ キ ー

(C)入 力 デ ー タ の 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 書 き 込 み 『

上 記4種 類 の 画 面 か ら デ ー タ を 入 力 し終 わ っ た 後 、 画 面 上 の デ ー タ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に

書 き 込 む 。

①1件 の デ ー タ 入 力 の 終 了 の 指 示

ESCキ ー を 押 す 。 画 面 上 部 に 横 長 の メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。

② 書 き込 み 指 示
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メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ て い る 状 態 で 、Aを 押 す。

書 誌 事 項 入 力 画 面 が 表 示 さ れ る(入 力 エ リ ア は ク リア さ れ て い る)の で 、 次 文 献 デ ー

タ を 入 力 す る。 次 文 献 デ ー タ の 入 力 を 行 わ な い 場 合 は 、(d)を 行 う。

(d)文 献 デ ー タ の 登 録 の 終 了

前 記(c)② の 書 誌 事 項 入 力 画 面 が 表 示 さ れ た 状 態 で 、ESCキ ー を 押 す 。 こ の 後 、R:BASEP

ROの メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る ま で 数 回ESCキ ー を 押 す 。

(e)R:BASEPROの 終 了

R:BASEPROの メ イ ン メ ニ ュ ー で 、'R:BASEの 終 了'を 選 ぶ 。

(2)既 に 登 録 さ れ て い る文 献 の 著 者 名 ・所 属 名 の 追 加

既 に 登 録 さ れ て い る文 献 の 著 者 を 追 加 す る場 合 の 操 作 は 次 の よ う に 行 う。

(a)著 者 名 登 録 画 面 の 呼 出 し

① カ レ ン トデ ィ レ ク ト リ をRBASE.EXEの あ る デ ィ レ ク トiJに 移 動

CDYRBPRO

②R:BASEPROの 起 動

RBASE

③ コ マ ン ドモ ー ドへ の 移 行

R:BASEPROを 起 動 す る と、 メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。 コ マ ン ドモ ー ドに 移 行 す

る に は 、ESCキ ー を 押 す 。 プ ロ ン プ トR>が 現 れ る。

④ 著 者 名 登 録 画 面 の 呼 出 し

プ ロ ン プ トR>の 後 に

PLAYBACKAUTHOR.NEW

を 入 力 す る。

(b)著 者 名 と所 属 機 関 名 の 入 力

著 者 名 登 録 画 面 に 文 献 番 号 、 著 者 名 、 所 属 機 関 名 を を 入 力 す る。

(C)入 力 デ ー タ の 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 書 き 込 み

デ ー タ を 入 力 し終 わ った 後 、 画 面 上 の デ ー タ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 書 き込 む。

①1文 献 の 著 者 デ ー タ の 入 力 の 終 了 の 指 示

ESCI-一 を 押 す 。 画 面 上 部 に 横 長 の メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。

② 書 き込 み 指 示
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メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ て い る 状 態 で 、Aを 押 すb

著 者 名 入 力 画 面 が 表 示 さ れ る(入 力 エ リア は ク リア さ れ て い る)の で、 次 文 献 の 著 者

デ ー タ を 入 力 す る。 次 文 献 に っ い て 著 者 デ ー タ の 入 力 を 行 わ な い 場 合 は 、(d)を 行 う。

(d)著 者 デ ー タ の 追 加 登 録 の 終 了

前 記(c)② の 著 者 名 入 力 画 面 が 表 示 さ れ た 状 態 で 、ESCキ ー を 押 す 。 こ の 後 、R:BASEPRO

の メ イ ン.メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る ま で 数 回ESCキ ー を 押 す。

(e)R:BASEPROの 終 了

R:BASEPROの メ イ ン メ ニ ュ ー で 、'R:BASEの 終 了'を 選 ぶ 。

(3)既 に 登 録 さ れ て い る 文 献 の キ ー ワ ー ドの 追 加

既 に 登 録 さ れ て い る 文 献 の キ ー ワ ー ドを追 加 す る 場 合 の 操 作 は 次 の よ う に 行 う。

(a)キ ー ワ ー ド登 録 画 面 の 呼 出 し

① カ レ ン トデ ィ レ ク ト リ をRBASE.EXEの あ る デ ィ レ ク ト リに 移 動

CDYRBPRO

②R:BASEPROの 起 動

RBASE

③ コ マ ン ドモ ー ドへ の 移 行

R二BASEPROを 起 動 す る と、 メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。 コ マ ン ドモ ー ドに 移 行 す

る に は 、ESCキ ー を 押 す 。 プ ロ ン プ トR>が 現 れ る。

④ キ ー ワ ー ド登 録 画 面 の 呼 出 し

プ ロ ン プ トR>の 後 に

PLAYBACKKEYWORD.NEW

を 入 力 す る。

(b)キ ー ワ ー ドの 入 力

キ ー ワ ー ド登 録 画 面 に 文 献 番 号 、 キ ー ワ ー ド、 区 分1、 区 分2を 人 力 す る。

(C)入 力 デ ー タ の 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 書 き込 み

デ ー タ を 入 力 し終 わ っ た 後 、 画 面 上 の デ ー タ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 書 き 込 む。

①1文 献 の キ ー ワ ー ドの 入 力 の 終 了 の 指 示

ESCキ ー を 押 す 。 画 面 上 部 に 横 長 の メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。

② 書 き込 み 指 示

一37一



メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ て い る 状 態 で 、Aを 押 す。

キ ー ワ ー ド入 力 画 面 が 表 示 さ れ る(入 力 エ リ ア は ク リ ア さ れ て い る)の で 、 次 文 献 の

キ ー ワ ー ドを 入 力 す る。 次 文 献 に っ い て キ ー ワ ー ドの 入 力 を 行 わ な い 場 合 は 、 〈d)を

行 う。

(d)キ ー ワ ー ドの 追 加 登 録 の 終 了

前 記(c)② の キ ー ワ ー ド入 力 画 面 が 表 示 さ れ た 状 態 で 、ESCキ ー を 押 す 。 こ の 後 、R:BASE

PROの メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る ま で 数 回ESCキ ー を 押 す 。

(e)R:BASEPROの 終 了

R:BASEPROの メ イ ン メ ニ ュ ー で 、'R:BASE'の 終 了 を 選 ぶ 。

5.2.3文 献 デ ー タ の 修 正

既 に 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ て い る 文 献 デ ー タ(書 誌 事 項 、 抄 録 、 著 者 デ ー タ 、 キ ー

ワ ー ド)の 修 正 は 、R:BASEPROの デ ー タ 修 正 機 能 を 使 って 行 う。

(a)修 正 対 象 文 献 の 指 定

ま ず 、 修 正 し た い 文 献 を 指 定 す る。

① カ レ ン トデ ィ レ ク ト リ をRBASE.EXEの あ る デ ィ レ ク ト リ に 移 動

CDYRBPRO

②R:BASEPROの 起 動

RBASE

③ コ マ ン ドモ ー ドへ の 移 行

R:BASEPROを 起 動 す る と、 メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。 コ マ ン ドモ ー ドに 移 行 す

る に は 、ESCキ ー を 押 す 。 プ ロ ン プ トR>が 現 れ る。

④ 修 正 対 象 文 献 指 定 画 面 の 呼 出 し

プ ロ ン プ トR>の 後 に

PLAYBACKBUNKEN.OLD

を 入 力 す る。

⑤ 修 正 対 象 文 献 の 指 定

修 正 対 象 文 献 指 定 画 面 で 、 検 索 条 件 を 与 え る こ と に よ り、 修 正 し よ う と す る 文 献 を 指

定 す る。 検 索 条 件 の 与 え 方 の 一 般 的 方 法 は 、R:BASEPROの ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル を 参
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照 さ れ た い 。 こ こ で は 、 最 も頻 度 の 高 い 文 献 番 号 を 与 え て 修 正 対 象 文 献 を 指 定 す る 方

法 に つ い て 述 べ る。

a)文 献 番 号 の タ グRNを 選 択 す る。

b)比 較 記 号EQを 選 択 す る。

c)修 正 し よ う とす る 文 献 の 文 献 番 号 を1っ 入 力 す る。

d)も し、 修 正 対 象 文 献 が1件 だ け な ら ば 、 こ こ でESCキ ー を 押 す 。

2件 以 上 の 文 献 を 修 正 す る場 合 は 、 論 理 演 算 子ORを 選 ぶ。 こ の 後 の 操 作 は 、a)、b)

c)を 修 正 し よ う と す る す べ て の 文 献 に つ い て 繰 り返 す 。 指 定 を 終 了 す る場 合 は 、

ESCキ ー を 押 す 。

⑥ 修 正 対 象 文 献 の 確 認

画 面 上 部 に 修 正 対 象 文 献 を 指定 し た 式(実 際 は 、 コマ ン ド文 字 列)が 表 示 さ れ る。

さ ら に そ れ に 対 す る 処 理 選 択 メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。 こ の メ ニ ュ ー の'実 行'を 選 択 す

る。

(b)文 献 デ ー タ の 修 正

現 在 、 画 面 に は 文 献 デ ー タ 表 示 画 面 と こ の 画 面 に 対 す る 処 理 選 択 メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ て

い る。

文 献 デ ー タ 修 正 画 面 に は 、 修 正 対 象 文 献 の デ ー タ(指 定 し た 修 正 対 象 文 献 が 複 数 あ る場 合

は1件 目)が 表 示 さ れ て い る。

文 献 修 正 画 面 に 表 示 さ れ て い る デ ー タ を 修 正 した い 場 合 は 、Eを 押 す 。

文 献 デ ー タ 修 正 画 面 は4種 類 の 画 面 か ら な る。

・ 書 誌 事 項 入 力 画 面

・ 抄 録 入 力 画 面

・ 著 者 名 ・所 属 機 関 名 入 力 画 面

・ キ ー ワ ー ド入 力 画 面

修 正 し た い 項 目 を 含 む 画 面 を 表 示 し、 画 面 上 の デ ー タ を 修 正 す る。

① 画 面 間 の 移 動

次 画 面 へ の 移 動:ROLLDOWNキ ー ま た は 、 画 面 最 後 の 項 目 でRETURII・ 一

前 画 面 へ の 移 動:ROLLUPキ ー

② 項 目 間 の 移 動

次 項 目 へ の 移 動:↓ キ ー ま た はRETURNキ ー
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前 項 目 へ の 移 動:↑ キ ー ・

(C)修 正 デ ー タ の 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 書 き 込 み

上 記4種 類 の 画 面 上 で デ ー タ を 修 正 し終 わ っ た 後 、 画 面 上 の デ ー・一夕 を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に

書 き込 む。

①1件 の デ ー タ 修 正 の 終 了 の 指 示

ESCキ ー を 押 す 。 画 面 上 部 に 横 長 の メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。

② 書 き込 み 指 示'.・

メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ て い る 状 態 で 、Sを 押 す 。

③ 次 文 献 の 呼 出 し ま た は 終 了

ESCキ ー を 押 し て 、 処 理 選 択 メ ニ ュ ー を 呼 び 出 す 。

次 文 献 の 修 正 を 行 う場 合 は 、Nを 押 す 。 文 献 デ ー タ 修 正 画 面 に 次 文 献 の デ ー タ が 表 示 さ

れ る。

修 正 処 理 を 終 了 す る場 合 は 、 処 理 選 択 メ ニ ュ ー が 表 示 され て い る 状 態 でESCキ ー を 押 す 。

こ の 後 、R:BASEPROの メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る ま で 数 回ESCキ ー を 押 す 。

(d)R:BASEPROの 終 了

R:BASEPROの メ イ ン メ ニ ュ ー で 、'R:BASE'の 終 了 を 選 ぶ。

5.2.4文 献 デ ー タ の 削 除

登 録 され て い る あ る 特 定 の 文 献 に 関 す るす べ て の デ ー タ を 削 除 す る 場 合 の 操 作 に っ い て

述 べ る。

削 除 す る の は 、

① 著 者 文 献 テ ー ブ ル 中 の こ の 文 献 の す べ て の 著 者

② キ ー ワ ー ド文 献 テ ー ブ ル 中 の こ の 文 献 の す べ て の キ ー ワ ー ド

③ 文 献 テ ー ブ ル 中 の こ の 文 献 に 関 す る す べ て の デ ー タ

削 除 は、 ① ② ③ ま た は ② ① ③ の 順 に 行 う。

文 献 の 削 除 は 、R:BASEPROの デ ー タ 削 除 機 能 を 使 い 、 テ ー ブ ル ご と に 行 う。

削 除 の 大 ま か な 手 順 は、 上 記 ① ② ③ に っ い て 下 記 の ① ～ ④ に 示 す 操 作 の と お り で あ る。

①R:BASEPROの 削 除 機 能 の 呼 出 し

② テ ー ブ ル の 指 定
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③ 削 除 対 象 文 献 の 指 定(ほ と ん ど の 場 合 、 文 献 番 号 を 指 定 す る)

④ 削 除 指 示

詳 細 は、R,BASEPR・ の ユ ー ザ_ズ マ ニ.ア'ル を 参 照 さ れ た い。

3.文 献 デ ー タ の 登 録 ・修 正 ・削 除

登 録 対 象 文 献 の 監 視 か ら文 献 デー タベ ー スへ登 録 す る ま で と、 文 献 デ ー タ ベ ー スの デ ー

タ を 修 正 ・削 除 す る場 合 と に っ いて、 以 下 の そ れ ぞれ の場 合 に つ い て、 業 務 の 流 れ に沿 っ

て 記 述 す る。

運 用 開 始 後 に 発 行 され る一 般 文 献 の登 録

運 用 開 始 後 に 発 行 され る 日本 フ ァ ジ ィ学 会 シ ンポ ジ ウ ムの講 演 集 掲 載 論 文 の 登 録

運 用 開 始 後 に 発 行 され る フ ァ ジ ィ学 会 誌 論 文 の登 録

本 シ ス テ ム運 用開 始 以 前 に発 行 され た 文 献 の登 録

文献 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タの修 正

3.1運 用 開 始 後 に 発 行 され る一 般 文 献 の登 録

図3-1と 図3-2に 、 本 シ ス テ ム運 用 開 始 後 に 発 行 さ れ る 一 般 文 献 の 登 録 ま で の 業 務 フ ロ ー

を 示 す。 図3-1は 、 抄 録 、 キ ー ワ ー ドを 含 め 、 す べ て の デ ー タ の 電 子 化 を 運 用 セ ン タが 行 う

場 合 の 流 れ で あ り、 図3-2は 、 抄 録 、 キ ー ワ ー ドの 電 子 化 に 抄 録 ・キ ー ワ ー ド付 与 担 当 者 の

協 力 が 得 られ る 場 合 の 流 れ で あ る。
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日 本 フ ァ ジ ィ学 会 運 用 セ ンタ

出典監視
収録指示

一 収 録 許 可取 得 済 か?

yes 「n。'`'

収 録 許 可 取 得

1
けむ

収 録 可 か?一 収 録 取 り止 め

yes

文 献 番 号 発 行

1

原 本 コ ピ ー

1

文 献 コ ピー に 出 典 記 入

1

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)(2)
に 文 献 番 号,標 題 記 入

1

抄 録 作 成 ← 文 献 デ ー タ シ ー ト(2),

キ ー ワ ー ド 文 献 デ ー タ シ ー ト(2)文 献 コ ピ ー.(シ ソ ー ラ ス.分 野 分 類)

付 与 文 献 コ ピー を 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 へ

1(シ ソ ー ラ ス,分 野 分 類)1

文 献 デ ー タ シ ー ト(2)に 文 献 デ ー タ シ ー ト(1)に

抄 録,キ ー ワ ー ド記 入 書 誌 事 項 記 入

1

文 献 デ ー タ シ ー ト(2)

文 献 コ ピ ー

を 運 用 セ ン タ へ

文 献 デ ー タ シ ー ト(2),

文 献 コ ピ ー
チ ェ ッ ク ・修 正

1

文 献 デ ー タ シー ト(1)(2)

を 電 子 化(デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

1

文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録(デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム)

1

運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス に 記 録

図3-1運 用開 始 後 に 発 行 さ れ る一 般 文 献 の登 録(電 子 化 を 運 用 セ ンタ が 行 う場 合)
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日 本 フ ァ ジ ィ学 会 運 用 セ ン タ

出典監視
収録指示

抄 録 作 成 ←

キ ー ワ ー ド 文 献 コ ピ ー

付 与

1デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

抄 録.キ ー ワ ー ド を

電 子 化(デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

l

FD.文 献 コ ピ ーー一

を 運 用 セ ン タ へ

→ 収 録 許 可取 得 済 か?寸

・・

収録許可取得

(シ ソ ー ラ ス.分 野 分 類,

　む

収 録 可 か?一 収 録 取 り止 め

yes

文 献 番 号 発 行

1

原 本 コ ピー'

1

文 献 コ ピー に 出 典 記 入

1

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)に

文 献 番 号.書 誌 事 項 記 入

1

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)の
の 内 容 を 電 子 化(デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

l

FD,文 献 コ ピー,(シ ソ ー ラ ス.分 野 分 類.

デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

を 日 本 フ ァ ジ ィ 学 会 へ

→

FD.文 献 コ ピ ー

チ ェ ッ ク ・修 正

1

文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録

1

運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス に 記 録

図3-2運 用 開 始 後 に発 行 され る一 般 文 献 の登 録

(抄 録 ・キ ー ワー ドの 電 子 化 は付 与 者 が行 い、

書 誌 事項 の 電 子 化 は運 用 セ ンタ が行 う場 合)
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3.1.1出 典 の 監 視

出 典 の 監 視 は、 フ ァ ジィ の 専 門 家 の集 ま りで あ る 日本 フ ァ ジ ィ学 会 の 役 目 で あ る。 監 視

の 対 象 の 中 心 は 、

・ 計 測 自 動 制 御 学 会

・ 電 子 情 報 通 信 学 会

・ 情 報 処 理 学 会

・ 日 本 オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ 学 会

・ シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会

・ 人 口 知 能 学 会

・ 電 気 学 会

・ 日 本 ロ ボ ッ ト学 会

・ 日 本 経 営 工 学 会

・ 心 理 学 会

・ 日 本 機 械 学 会

の11の 学 会 か ら 発 行 さ れ る 学 会 誌 、 論 文 誌 、 研 究 会 報 告 と シ ン ポ ジ ウ ム 、 大 会 、 講 演 会 等

の 論 文 で あ る。 な お、 日本 フ ァ ジ ィ学 会 か ら 発 行 さ れ る 冊 子 に 掲 載 さ れ る 論 文 に つ い て は 、

原 則 と し て す べ て の 論 文 を 収 録 す る。

上 記 の 他 、 昨 年 度 報 告 書 の 表3.1.1(P97か らPlO2)に 挙 げ た 商 業 誌 、 企 業 の 技 術 報 告 等 に

つ い て も適 宜 収 録 す る。

3.1.2収 録 許 可 の 取 得

日本 フ ァ ジ ィ学 会 は 収 録 対 象 文 献 を選 定 す る と、 そ の 標 題、 出 典 名 等 を運 用 セ ンタ に連

絡 す る。 収 録 に 際 して は、 出典 単 位 に著 作 権 所 有 者 の 収 録 許 可 を得 る必 要 が あ る。 また 著

者 抄 録 を収 録 す る場 合 、 文 献 自体 の収 録 許 可 と あわ せ、 著 者 抄 録 の 収 録 許 可 を 得 る必 要 が

あ る。 運 用 セ ン タ は、 収 録 許 可 を 得 る た め著 作 権 所 有 者 と 交 渉 す る。

3.L3文 献 デ ー タ の 整 備 と 電 子 化 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加
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(1)文 献 番 号 の 発 行

文 献 番 号 は 、 文 献 デ ー タ を 一 意 に 識 別 す る8桁 の 数 字 か ら な る 番 号 で あ る。 既 に 発 行 済 の

番 号 と 重 複 して は な ら な い 。 若 朽 は 次 の よ う な 意 味 を 持 っ て い る く桁 は 左 か らL2....と 呼

ぶ)。

L2桁:現 在 年 の西 暦 下2桁

3.4桁:現 在 年 内 の 追 加 処 理 の順 番 を 表す 番号

5～8桁:一 回 の 追 加 処 理 内 で の 重 複 しな い番号

(2)文 献 デ ー タ の 整 備 と電 子 化 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加

文 献 デ ー タ を タ イ プ イ ン し や す い よ う に 整 備 す る。 標 準 的 に は、 所 定 の 文 献 デ ー タ シ ー

トに 必 要 事 項 を 記 入 す る こ と に よ り行 う が 、 要 は タ イ プ イ ン要 員 が 作 業 しや す け れ ば よ く

文 献 デ ー タ シ ー トに と ら わ れ る必 要 は な い。 以 下 の 記 述 は 、.文 献 デ ー タ シ ー トを 使 用 す る

こ と を 前 提 と し て い る が 、 使 わ な い 場 合 もほ ぼ 同 様 で あ る。

文 献 デ ー タ の 整 備 か ら電 子 化 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加 ま で の 方 法 は 、2っ あ る。

・ 抄 録 、 キ ー ワ ー ドを 含 め 、 す べ て の 電 子 化 を 運 用 セ ン タ が 行 う場 合(図3-1)

・ 抄 録 、 キ ー ワ ー ドの 電 子 化 に 抄 録 ・キ ー ワ ー ド付 与 担 当 者 の 協 力 が 得 ら れ る場 合

(図3-2)

(a)抄 録 、 キ ー ワ ー ドを 含 め 、 す べ て の 電 子 化 を 運 用 セ ン タ が 行 う場 合

① 文 献 番 号 、 標 題 の 記 入(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)と(2)に 文 献 番 号 と標 題 を 記 入 す る。

② 文 献 の コ ピ ー 作 成 と 抄 録 等 作 成 依 頼(運 用 セ ン タ)

文 献 の コ ピ ー と 文 献 デ ー タ シー ト(2)を 日本 フ ァ ジ ィ学 会 に 渡 し、 抄 録 作 成 と キ ー ワ

ー ド付 与 を 依 頼 す る。 必 要 が あ れ ば 、 シ ソ ー ラ ス、 分 野 分 類 体 系 も 渡 す 。

③ 書 誌 事 項 の 記 入(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)に 書 誌 事 項 を 記 入 す る。
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④ 抄 録 作 成 、 キ ー ワ ー ド付 与(日 本 フ ァ ジ ィ学 会)

抄 録 お よ び キ ー ワ ー ドを 文 献 デ ー タ シ ー ト(2)に 記 入 す る。 終 了 後 、 運 用 セ ン タ に 返

却 す る。 ・

⑤ 文 献 デ ー タ の 電 子 化 と デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ の 電 子 化 は、 基 本 的 に は 運 用 セ ン タ の 役 目 で あ る。 電 子 化 の 方 法 に は 、 一

括 登 録 と 会 話 登 録 が あ る。 ど ち らの 方 法 を 使 っ て も よ い。

一 括 登 録 と は 、 複 数 の 文 献 デ ー タ を い っ た ん フ ァ イ ル に 落 と し(デ ー タ 入 力 ツ ー ル を

使 用)、 そ れ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に ま と め て 登 録 す る 方 法 で あ りご 会 話 登 録 と は 、 画

面 を 見 な が ら文 献 デ ー タ を1件 つ つ 順 に 登 録 す る 方 法 で あ る。

キ ー ボ ー ドか ら直 接 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 方 法(会 話 登 録)で は 、 電 子 化 即 デ ー

タ ベ ー ス へ の 登 録 と な る が 、1件 づ っ 順 に 入 力 す る し か な く、 追 加 デ ー タ が 多 い 場 合 、

作 業 に 相 当 数 の 日時 を 要 す る。 こ れ に 対 し、 デ ー タ 入 力 ツ ー ル を 使 っ て 文 献 デ ー タ へ

ー ス の 入 力 フ ァ イ ル を 作 成 後 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 方 法(一 括 登 録)で は 、 同

時 に 多 人 数 が 文 献 デ ー タ を 電 子 化 で き る た め 、 電 子 化 の た め に 要 す る 日 時 は 、 よ り少

な く て す む。

一 般 に 、 追 加 デ ー タ が 多 く、 か っ 電 子 化 作 業 に ま と ま っ た 要 員 を 確 保 で き る 場 合 は 一

括 登 録 を 使 っ た ほ う が よ く、 追 加 デ ー タ が 少 な い か 、 ま た は 電 子 化 作 業 に ま と ま っ た

要 員 を 割 り 当 て ら れ な い 場 合 は 会 話 登 録 を 使 っ た ほ う が よ い。

(b)抄 録 、 キ ー ワ ー ドの 電 子 化 に 抄 録 ・キ ー ワ ー ド付 与 担 当 者 の 協 力 が 得 ら れ る 場 合

① 文 献 の コ ピ ー 作 成(運 用 セ ン タ)

文 献 の コ ピ ー を 作 成 し、 出 典 を 記 入 す る。

② 文 献 番 号 、 標 題 の 記 入(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ シー ト(1)に 文 献 番 号 と書 誌 事 項 を 記 入 す る。

③ 書 誌 事 項 の 電 子 化(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)の 内 容 を 電 子 化 し た フ ァ イ ル をFD上 に 作 成 す る。

④ 抄 録 、 キ ー ワ ー ドの 作 成 と電 子 化 の 依 頼(運 用 セ ン タ)

文 献 コ ピー と電 子 化 さ れ た 書 誌 事 項 の 入 っ たFDを 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 に 渡 し、

抄 録 作 成 と キ ー ワ ー ド付 与 お よ び 電 子 化 を 依 頼 す る。 必 要 が あ れ ば 、 シ ソ ー ラ ス 、 分
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野 分 類 体 系 も渡 す。

⑤ 抄 録 作 成 、 キ ー ワー ド付 与 と電 子 化(日 本 フ ァ ジ ィ学 会)

抄 録 の 作 成 と キ ー ワ ー ド付 与 を 行 い、FD上 の フ ァ イ ル に 追 加 す る。 終 了 後 、連 用 セ ン

タ に 返 却 す る。

⑥ 文 献 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に追 加 す る(一 括 登 録)。

3.2運 用 開 始 後 に 発 行 さ れ る 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 シ ン ポ ジ ウ ム の 講 演 集 掲 載 論 文 の 登 録

図3-3に 、 本 シ ス テ ム 運 用 開 始 後 に 発 行 さ れ る 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 シ ン ポ ジ ウ ム の 講 演 集 掲

載 論 文 の 登 録 ま で の 業 務 フ ロ ー を 示 す 。

日 本 フ ァ ジ ィ学 会 運 用 セ ン タ

シ ン ポ ジ ウ ム

講 演 論 文 集 の 作 成

1

キ ー ワ ー ドの 振 り 分 け → 文 献 番 号 発 行

1

電 子 化(デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

1

文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録

1

運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス に 記 録

図3-3運 用 開 始 後 に 発 行 さ れ る 日本 フ ァ ジ ィ学 会 シ ン ポ ジ ウ ム の

講 演 集 掲 載 論 文 の 登 録

(1)抄 録 作 成 、 キ ー ワ ー ド付 与

抄 録 の 作 成 、 キ ー ワ ー ドの 付 与 は 論 文 作 成 時 に 著 者 自 身 に よ っ て な さ れ る。 一

(2)キ ー ワ ー ドの 振 り分 け

著 者 に よ っ て 付 与 さ れ た キ ー ワ ー ドは、 観 点(理 論,技 術 分 野.応 用 機 能,そ の 他 の 別)別 に
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付 け られ て い な い。 キ ー ワー ドを観 点 別 に振 り分 け る。

(3)文 献 番 号 の 発 行,

文 献 番 号 は 、 文 献 デ ー タ を 一 意 に 識 別 す る8桁 の 数 字 か ら な る 番 号 で あ る。 既 に 発 行 済 の

番 号 と 重 複 して は な ら な い 。 各 桁 は 次 の よ う な 意 味 を 持 っ て い る(桁 は 左 か ら1 .2....と 呼

ぶ)。

1.2桁:現 在 年 の 西 暦 下2桁

3.4桁:現 在 年 内 の 追 加 処 理 の 順 番 を 表 す 番 号

5～8桁:一 回 の 追 加 処 理 内 で の 重 複 し な い 番 号

(4)文 献 デ ー タ の 整 備 と 電 子 化 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加

文 献 デ ー タ を タ イ プ イ ン し や す い よ う に 整 備 す る。 標 準 的 に は 、 所 定 の 文 献 デ ー タ シ ー

トに 必 要 事 項 を 記 入 す る こ と に よ り 行 うが 、 要 は タ イ プ イ ン要 員 が 作 業 し や す け れ ば よ く

文 献 デ ー タ シ ー トに と ら わ れ る 必 要 は な い。 以 下 の 記 述 は 、 文 献 デ ー タ シ ー トを 使 用 す る

こ と を 前 提 と し て い る が 、 使 わ な い 場 合 もほ ぼ 同 様 で あ る。

(a)書 誌 事 項 、 抄 録 、 キ ー ワ ー ドの 記 入(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ シ ー ト(1)と(2)に 文 献 番 号 、 抄 録 、 キ ー ワ ー ドを 記 入 す る。

(b)文 献 デ ー タ の 電 子 化 と デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加(運 用 セ ン タ)

文 献 デ ー タ の 電 子 化 は 、 基 本 的 に は 運 用 セ ン タ の 役 目 で あ る。 電 子 化 の 方 法 に は 、 一 括

登 録 と 会 話 登 録 が あ る。 ど ち ら の 方 法 を 使 っ て も よ い。

一 括 登 録 と は 、 複 数 の 文 献 デ ー タ を い っ た ん フ ァ イ ル に 落 と し(デ ー タ人 力 ツ ー ル を 使 用)、

そ れ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に ま と め て 登 録 す る 方 法 で あ り 、 会 話 登 録 と は 、 画 面 を 見 な が ら

文 献 デ ー タ を1件 つ つ 順 に 登 録 す る 方 法 で あ る。
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キ ー ボ ー ドか ら 直 接 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る方 法(会 話 登 録)で は 、 電 子 化 即 デ ー タ

ベ ー ス へ の 登 録 と な る が 、1件 づ っ 順 に 入 力 す る しか な く、 追 加 デ ー タ が 多 い 場 合 、 作 業 に

相 当 数 の 日 時 を 要 す る。 こ れ に 対 し、 デ ー タ 入 力 ツ ー ル を 使 って 文 献 デ ー タ ベ ー ス の 入 力

フ ァ イ ル を 作 成 後 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 方 法(一 括 登 録)で は 、 同 時 に 多 人 数 が 文

献 デ ー タ を 電 子 化 で き る た め 、 電 子 化 の た め に 要 す る 日 時 は、 よ り少 な くて す む』

一 般 に 、 追 加 デ ー タ が 多 く、 か っ 電 子 化 作 業 に ま と ま っ た 要 員 を 確 保 で き る 場 合 は 一一括

登 録 を 使 っ た ほ う が よ く、 追 加 デ ー タ が 少 な い か 、 ま た は 電 子 化 作 業 に ま と ま っ た 要 員 を

割 り 当 て ら れ な い 場 合 は 会 話 登 録 を 使 っ た ほ う が よ い。

3.3運 用 開 始 後 に 発 行 され る フ ァ ジ ィ学 会誌 論 文 の 登録

図3-4に 、 本 シ ス テ ム 運 用 開 始 後 に 発 行 さ れ る フ ァ ジ ィ学 会 誌 論 文 の 登 録 ま で の 業 務 フ ロ

ー を 示 す 。
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著者 日 本 フ ァ ジ ィ学 会 運 用 セ ン タ

論 文 作 成

1

電 子 化(市 販 の

1テ キ ス トエ デ ・ タ)

FDと 論 文 コ ピ ー を

日 本 フ ァ ジ ィ 学 会 へ → 取 り ま と め

l

FDと 論 文 コ ピ ー を

運 用 セ ン タ へ → 文献 番 号 発 行

1

フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ トの

変 換

1

書 誌 事 項 を 電 子 化

(デ ー タ 入 力 ツ ー ル)

1

文 献 デ ー タ ベ ー ス に 登 録

(デ ー タ 登 録 プ ロ グ ラ ム)

1

運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス に

記 録

図3-4運 用 開 始 後 に 発 行 され る フ ァ ジ ィ学 会 誌 論 文 の登 録

(1)抄 録 作 成 、 キ ー ワ ー ド付 与

抄 録 の作 成 、 キ ー ワ ー ドの 付 与 は 論 文 作 成 時 に 著 者 自 身 に よ っ て な さ れ 、FD上 の フ ァ イ

ル と し て電 子 化 さ れ た も の が 日本 フ ァ ジ ィ学 会 に納 め ら れ る。 フ ァ イ ル の 様 式 は 、 日 本 フ

ァ ジ ィ学 会 論 文 投 稿 様 式(仮 称)に 従 う。 こ の フ ァ イ ル に 、 著 者 自 身 に よ って 格 納 さ れ る 情

報 は 以 下 の と お り で あ る。

タ イ トル(和 文)、 タ イ トル(英 文)

著 者 と所 属(和 文)、 著 者 と 所 属(英 文)

抄 録

キ ー ワ ー ド と 観 点(理 論,技 術 分 野.機 能 応 用.そ の 他 の 別)

論 文 本 体
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(2)文 献 番 号 の 発 行 と フ ァ イ ル へ の 追 加

文 献 番 号 を 発 行 し、 市 販 の テ キ ス トエ デ ィ タ を 使 って 、FD中 の 文 献 デ ー タ に 追 加 す る。

(3)フ ァ イ ル の 形 式 変 換

(1)(2)で 作 成 さ れ た フ ァ イ ル を 文 献 入 力 フ ァ イ ル(デ ー タ 入 力 ツ ー ル が 扱 う こ と で き る フ

ァ イ ル)の 形 式 に 変 換 す る。

(4)書 誌 情 報 の 補 足

掲 載 ペ ー ジ 等 、 印 刷 さ れ た 日本 フ ァ ジ ィ学 会 誌 を 見 な け れ ば わ か ら な い 情 報 を 補 足 す る

(デ ー タ 入 力 ツ ー ル)。

(5)文 献 デ ー タ の 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加

文 献 デ ー タ を 文 献 デ ー タ ベ ー ス に追 加 す る(一 括 登 録)。

3.4本 シ ス テ ム 運 用 開 始 以 前 に 発 行 さ れ た 文 献 の 登 録

本 シ ス テ ム 運 用 開 始 以 前 に 発 行 さ れ た 文 献 の 登 録 時 の 運 用 は3.1に 述 べ た 運 用 開 始 後 に#

行 さ れ る一 般 文 献 の 登 録 と ま った く同 じで あ る。

3.5文 献 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ の 修 正

'図3二5に
、文 献 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ の 修 正 時 の 業 務 フ ロ ー を 示 す 。'
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日本 フ ァ ジ ィ学 会 運 用 セ ン タ ユ ー ザ 、
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図3-5文 献 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ の 修 正

(1)修 正 の 契 機 と な る 情 報 の 収 集

配 布 さ れ る文 献 デ ー タ ベ ー ス の 内 容 は 十 分 チ ェ ッ ク さ れ 、 誤 り は な い は ず で あ る が 、 抄

録 の よ う な 文 章 中 の 誤 字 脱 字 、 著 者 名 の フ リ ガ ナ の 誤 り、 不 適 切 な キ ー ワ ー ド等 の よ う に

完 全 な チ ェ ッ ク の 難 し い デ ー タ が あ る。

デ ー タ の 誤 り の 指 摘 は 、 主 に ユ ー ザ か ら な さ れ る(こ れ ら を 照 会 情 報 と 呼 ぶ)。 運 用 セ ン

タ は 、1件 ご と に 照 会 番 号 を 発 行 し て 運 用 支 援 デ ー タ ベ ー スの 照 会 情 報 テ ー ブ ル に 登 録 す る。

(2)修 正 が 妥 当 か ど う か の 判 断

寄 せ ら れ た 情 報 が 妥 当 か ど うか を 原 文 に 当 た っ て 調 べ る。 必 要 が あ れ ば 、 抄 録 ・キ ー ワ

ー ド付 与 担 当 者 に 問 い 合 わ せ る。

(3)文 献 デ ー タ ベ ー ス の 修 正
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[
文 献 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ を 修 正 す る。 修 正 に は、 会 話 更 新 機 能 を 使 う。

(4)ユ ー ザ 等 か らの 連 絡 に 対 す る 対 応 の 記 録 と 報 告

ユ ー ザ 等 、 運 用 セ ン タ 外 部 か ら の デ ー タ の 誤 り等 の 連 絡 に 対 して 、 ど の よ う に 対 応 し た

か を 運 用 支 援 デ ー タ ベ ー ス の 照 会 情 報 テ ー ブ ル に 記 録 す る。 連 絡 者 に 対 し て は 、 結 果 を 報

告 す る。
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2. 体 系 化

まず、2.1で は情 報 を検 索 す るに あた って 参 考 と な る フ ァ ジ ィ理 論 の 体 系 化 を

試 み た。 そ して、2.2で は フ ァ ジ ィ理 論 の応 用 に 関 して 分 野 別、 機 能 別 の 分 類 を

試 み、 文 献 デ ー タ ベー スの 検 索 に必 要 な キ ー ワー ド体 系化 を行 た。 さ ら に、2.

3で は文 献 の収 集 方 法 を検 討 した。 ま た、 教官 の 論 文 等 にっ い て フ ァ ジ ィ理 論 の

専門 家 に よ り、 実 際 に 抄 録 の作 成 、 お よ び2.1、2.2で 作 成 した 体 系 か ら キ ー ワ

ー ドを選 ぶ等 の作 業 を 行 い吟 味 を 行 った。

2.1フ ァ ジ ィ理 論 の 体 系 化

フ ァ ジ ィ理 論 の 体 系 化 と して 、 そ の 目 的 が デ ー タ ベ ー ス で あ る こ と を 考 え 、

フ ァ ジ ィ 理 論 基 礎 用 語 シ ソ ー ラ ス を試 作 した 。

・シ ソー ラ ス(統 制 語 リス ト)の 必 要 性

自然 語 と統 制 語 の、 検 索 語 と して の利 点 と欠 点 にっ いて は、 既 に い ろ い ろ な

文献[1-3]に 述 べ られ て い る。 そ こで こ こで は、 統 制 語 の利 点 の う ち で、 フ ァ ジ

ィ理 論 に対 して よ く当 て は ま る もの にっ いて 述 べ る。

フ ァ ジ ィ理 論 は海 外 で 始 ま った新 しい 理 論 で あ り、 現 在 もそ の基 礎 的 分 野 が

発 展 途 上 に あ る。 そ の た め、 多 くの基 本 的 概 念 に っ い て、 そ の 概 念 を表 す 語 が

一 意 に定 ま って い な い。 た とえ ば、1inguisticapproximationに 対 して、 言 語

近 似、 言 語 的 近 似、 言 語 翻 訳、 言 語 マ ッチ ング な ど とい う語 が 使 わ れ て い る。

ま た、 一 つ の語 が 複 数 の意 味 で 使 わ れ る こ とが あ る。 た と え ば、 フ ァ ジ ィ変 数

は、 「可 能 性 分布(フ ァ ジ ィ集 合)に よ って 値 が 制約 され て い る変 数 」 の他 に、

「言 語 ラ ベ ル の っ い た フ ァ ジ ィ数 」 の意 味 で も使 わ れ て い る。 した が って 、 自

然 語 だ け に よ る検 索 は、 十 分 な適 合 性(適 合 しな い余 計 な 情 報 を 排 除 す る能 力)

と再 現 性(必 要 な情 報 の検 索 漏 れ を 起 こ さな い能 力)を 持 た な い。 す な わ ち、

用 語 の意 味 範 囲 や 同 義 語 を管 理 した 統 制 語 が必 要 とな る。
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・シ ソー ラ ス の 構 成 、 特 にKWIC索 引 にっ い て

この シ ソー ラ ス は、 体 系 表 示 、KWIC索 引、 階 層 表 示 の3部 か ら構 成 さ れ て い

る。 体 系 表 示 は本 シ ソ ー ラ ス の主 要 部分 で あ り、 用 語(デ ィ ス ク リプ タ)に 関

す るす べ て の 情 報 が 記 載 さ れ て い る。KWIC索 引 と階 層 表 示 は、 デ ィ ス ク リプ タ

を 検 索 す る た め の 補 助 的 役 割 を 持 つ。 階 層 表 示 で は、 全 デ ィス ク リプ タ を 、 階

層 関 係 に 従 って、 木 構 造 を な す よ うに表 示 して い る。

KWIC索 引 で は 全 用 語 をKWIC配 列 して い る。 索 引 は、 デ ィス ク リプ タ に対 して、

そ の 語 の コー ド(こ れ は 体 系 表 示 で の 表 示 位 置 を も表 す)を 示 す もの で あ るが 、

今 回 の索 引 で は お お ま か な 表 示 位 置 を示 す こ と に した。

3部 構 成 に した の は、 シ ソー ラス を冊 子 体 とす る場 合 の、 検 索 の 利 便 性 の た

め で あ る。 シ ソ ー ラ ス 自体 を 計 算 機 上 に デー タ ベ ー ス化 し、 「文 献 検 索 の キ ー

ワ ー ド」 の検 索 を 行 な え る よ うにす れ ば(特 に、 部 分 一 致 に よ る語 の検 索 を 可

能 に す れ ば)、KWIC索 引 な ど は不 要 に な ろ う。

・登 録 用 語 の 選 定

本 シ ソ ー ラ ス で は、 実 験 に 使 っ た フ ァ ジ ィ理 論 関 連 用 語269(以 下'26'9')を

下 地 に して 、 登 録 用 語 を 選 定 した 。 た だ し、 シ ソ ー ラ ス の 対 象 分 野 を フ ァ ジ ィ

理 論 の 理 論 的 基 礎 に 限 定 し た た め、'269'と か な り異 な っ た も の と な っ た 。

'26ザ は フ
ァ ジ ィ 理 論 関 係 の 和 書 の 索 引 を も と に 作 成 さ れ た が 、 本 シ ソ ー ラ ス で

は フ ァ ジ ィ理 論 の 解 説 論 文 な ど も利 用 し た。

・今 後 に 向 け て

本 シ ソ ー ラ ス に は、 誤 字 、 脱 字 の 他 に、 登 録 用 語 の 選 定 、 意 味 範 囲 の 限 定

(階 層 内 で の 位 置 、 限 定 句 、 ス コー プ ノ ー ト)、 カ テ ゴ リー分 類 、 用 語 の配 列

な ど、 問 題 点 が 多 い と思 わ れ る。 本 シソ ー ラ ス が 多 くの 研 究 者 の 目 に触 れ 、 よ

り よ い も の に 改 訂 され る こ とが 望 ま れ る。

以 下 、 作 成 し た フ ァ ジ ィ理 論 基 礎 用 語 シ ソ ー ラ ス を 、 凡 例 、 体 系 表 示 、KWIC

索 引 、'階 層 表 示 の 順 に 掲 げ る。 な お 凡 例 で は 、 本 報 告 書 の 章 だ て で な く、 凡 例

独 自 の 章 だ て を 行 っ て い る。
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フ ァ ジ ィ理 論 基 礎 用 語 シ ソ ー ラ スVerl1.0

r、 、j

凡 例

' .'て 一;'ビ

1.対 象 領 域'・'

こ の シ ソ ー ラ ス の 対 象 領 域 は 、 フ ァ ジ ィ理 論 の 理 論 的 基 礎 で あ る。 フ ァ ジ ィ

理 論 の 理 論 的 基 礎 と は 、 フ ァ ジ ィ集 合 、 フ ァ ジ ィ関 係 、 フ ァ ジ ィ論 理 、 フ ァ ジ

ィ測 度 を 中 心 と す る、 フ ァージ ィ理 論 独 自 の 用 語 か ら な る 領 域 を い う。 原 則 と し

て 次 の3条 件 を お い て い る。

(a)他 分 野 の 理 論 を 含 ま な い 。

(b)他 分 野 に フ ァ ジ ィ 集 合 を 導 入 し て 発 展 させ た も の を 含 ま な い。

(c)フ ァ ジ ィ理 論 の 具 体 的 応 用 を 含 ま な い 。

た だ し、 フ ァ ジ ィ理 論 の 理 論 的 基 礎 を な す と考 え ら れ る 用 語 に 関 し て は 、 例

外 を 認 め て い る。 た と え ば 、 フ ァ ジ ィ関 係 は 数 学 に お け る 「関 係 」 に フ ァ ジ ィ

集 合 を 導 入 した も の と 見 る こ と が で き、 フ ァ ジ ィ論 理 も従 来 の 論 理 に フ ァ ジ ィ

集 合 を 導 入 した も の と 見 な せ る。 し か し、 こ れ ら は フ ァ ジ ィ理 論 の 重 要 な 基 礎

的 分 野 で あ り、 採 録 し て い る。Dempster-Shafer理 論 も、 他 分 野 の 理 論 で あ る が

採 録 し た 。 こ の 他 に も 若 干 の 例 外 が あ る。

ま た 、 近 接 領 域 と し て 従 来 の 数 学 に お け る 集 合 論 、 論 理 、 測 度 論 を 、 周 辺 領

域 と し て そ の 他 の 数 学 一 般 を 含 ん で い る。 さ ら に 、 若 干 の 一 般 概 念 も収 録 して

い る。

2.構 成

こ の シ ソ ー ラ ス は 、 体 系 表 示 、KWIC索 引 、 階 層 表 示 の3部 か ら 構 成 さ れ て い

る。

体 系 表 示 は 本 シ ソ ー ラ ス の 主 要 部 分 で あ り、 デ ィ ス ク リ プ タ(3.1.1を 参 照)

と し て 採 録 し た 用 語 に 関 す る す べ て の 情 報 が 記 載 さ れ て い る。 全 デ ィ ス ク リ プ

タ を 、3分 野 、16カ テ ゴ リー に 分 類 して 、 体 系 的 に 表 示 して あ る(5.を 参 照)。

KWIC索 引 で は、 全 用 語 をKWIC配 列 して い る。 デ ィ ス ク リ プ タ の 体 系 表 示 で の

表 示 位 置(そ の デ ィ ス ク リ プ タ の 属 す る カ テ ゴ リー)を 参 照 で き る よ う に な っ
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て い る。 ま た 、 非 デ ィ ス ク リプ タ(3.1 .2を 参 照)に 対 して は 、 そ の 代 わ り に 用

い ら れ る デ ィ ス ク リ プ タ が 参 照 で き る。(6 .を 参 照)

階 層 表 示 は 、 デ ィ ス ク リ プ タ を 、 階 層 関 係(4.2を 参 照)に 従 っ て 、 木 構 造 を

な す よ う に 配 置 し た も の で あ る(7 .を 参 照)。

3.収 録 用 語

3.1用 語 の 種 類 と 数

こ の シ ソ ー ラ ス の 用 語 は 、 デ ィ ス ク リプ タ(優 先 語)と 非 デ ィ ス ク リ プ タ

(非 優 先 語)の2種 か ら な る。 収 録 語 数 は、 デ ィ ス ク リプ タ303語 、 非 デ ィ ス ク

リプ タ239語 、 計542語 で あ る。

3.1.1デ ィ ス ク リ プ タ

デ ィ ス ク リ プ タ と は 、 一 つ の 概 念(意 味)を 示 す い くっ か の 用 語 の 中 で 、 優 先

的 に 使 用 さ れ る 用 語 で あ る。 シ ソ ー ラ ス を典 拠 と し た 索 引 と検 索 で は、 デ ィ ス

ク リ プ タ が 用 い ら れ る。

3.1.2非 デ ィ ス ク リ プ タ

非 デ ィ ス ク リプ タ と は 、 利 用 者 の 想 定 した キ ー ワー ドか ら デ ィ ス ク リ プ タ に

到 達 す る た め に 使 わ れ る 用 語 で あ る。 シ ソ ー ラ ス を 典 拠 と し た 索 引 と 検 索 で は、

非 デ ィ ス ク リ プ タ は 使 用 さ れ な い。

KVIC索 引 で は 、 非 デ ィ ス ク リ プ タ か ら 同 義 の デ ィ ス ク リプ タ へ の 参 照 を 行 な

っ て お り、 記 号USEで こ れ を 示 して い る。

(例)☆ 近 似 推 論USEフ ァ ジ ィ推 論

こ の 例 は 、 「近 似 推 論 」 が 「フ ァ ジ ィ推 論 」 と 同 義 な の で 、 「フ ァ ジ ィ推 論 」

を デ ィ ス ク リ プ タ と し、 「近 似 推 論 」 と い う キ ー ワ ー ドを 使 わ ず に 「フ ァ ジ ィ

推 論 」 を 使 う こ と を 意 味 して い る。 「近 似 推 論 」 と い う語 の 前 の ☆ 印 は、 そ の

語 が 非 デ ィ ス ク リ プ タ で あ る こ と を 示 す 。

用 語 は 、 次 の よ う な 場 合 に、 非 デ ィ ス ク リ プ タ と し て 収 録 さ れ る。

(a)デ ィ ス ク リ プ タ と 意 味 的 に 同 義 の 語 や 表 記 上 の 違 い を 案 内 す る 用 語(外

来 語 の 音 訳 と 意 訳 、 略 語 、 複 合 語 で 語 の 配 列 が 複 数 あ る 語 な ど)。
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(例)☆ グ レ ー ドUSE所 属 度

☆ 三 角 ノ ル ムUSEtノ ル ム

☆certaintyfactorUSECF

☆ フ ァ ジ ィ 凸 集 合USE凸 フ ァ ジ ィ集 合

(b)デ ィス ク リプ タ と は完 全 な 同 義 語 で は な い が、 検 索 の観 点 か ら同 義 語 と

して 扱 った 方 が よ い と思 わ れ る語。

(例)☆ 擬 加 法 的 測 度USE分 解 可能 測度

☆ 凹 フ ァ ジ ィ集 合VSE凸 フ ァジ ィ集 合

(c)特 定 化 さ れ た 意 味 を 持 つ 語 に 対 し て 、 よ り 一 般 的 な 語 を 優 先 さ せ て 使

用 す る 場 合 。

(例)☆ 強 α カ ッ トUSEα カ ッ ト

☆2項 フ ァ ジ ィ関 係USEフ ァ ジ ィ関 係

な お、 デ ィ ス ク リプ タ と 同 一 概 念 ・類 義 概 念 の 用 語 で も、KWIC索 引 で デ ィ ス

ク リ プ タ(も し く は 同 義 の 非 デ ィ ス ク リ プ タ)の 近 く に 配 列 さ れ る も の は 、 収

録 し て い な い こ と が あ る。 た と え ば 、 「言 語 的 近 似 」 は 、 「言 語 近 似 」(デ ィ

ス ク リ プ タ)の 同 義 語 だ が 、 収 録 し て い な い 。

3.2表 記 法

3.2.1デ ィ ス ク リ プ タ の 表 記 法

(1)使 用 文 字 種 と使 用 法

a.使 用 文 字 種

使 用 文 字 種 は 、JIS第1水 準 に あ る 日 本 字(漢 字 ・ひ らが な ・カ タ カ ナ)、

欧 字(英 字 ・ギ リ シ ャ文 字)、 算 用 数 字 、 一 部 の 記 号(一.宇./)で あ る。

b.文 字 の 使 用 法

(a)中 点(・)は 使 用 して い な い。 ハ イ フ ン(一)も 、 日 本 字 の 前 後 に は 使

用 し て い な い 。
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(例)フ ァ ジ ィ ・シ ス テ ム → フ ァ ジ ィ シ ス テ ム

α 一カ ッ ト → α カ ッ ト

(b)原 則 と し て 送 り仮 名 を 送 っ て い る。 た だ し、 送 り 仮 名 を 省 く こ と が 慣

用 的 に 認 め ら れ て お り、 後 ろ の 文 字 に よ って 読 み 間 違 え る お そ れ が な い 場 合

は 、 送 り仮 名 を 省 い て い る。

(例)条 件 付 可 能 性 分 布

(c)英 字nを 、 一 般 の 自 然 数 を 表 す た め に 使 用 して い る。

(例)タ イ プnフ ァ ジ ィ集 合 、 レ ベ ルnフ ァ ジ ィ集 合

(2)表 記 形 態

デ ィ ス ク リプ タ は、 原 則 と して 日本 語 表 記 と して い る。 外 来 語 に っ い て は、

意 味 を 明 確 に す る た め、 音 訳 で な く、 で き るだ け意 訳 を用 い て い る。

た だ し、 次 の 用 語 は 原 則 と して 欧 字 表 記 を用 い て い る。

(a)外 国 人 名 を冠 した 用 語

(例)Choquet積 分

な お、 外 国 人 名 はす べて 英 字 表 記 であ る。

(b)略 語

(例)CF

(c)欧 字 が 慣 用 の 用 語

(例)tノ ル ム

3.2.2非 デ ィ ス ク リ プ タ の 表 記 法

(1)使 用 文 字 種 と 使 用 法

a.使 用 文 字 種

使 用 文 字 種 は デ ィ ス ク リ プ タ と 同 し で あ る。

b.使 用 法

原 則 と して 、 デ ィ ス ク リ プ タ で の 使 用 法 と 同 じで あ る。
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(2)表 記 形 態

原 則 と して 、 デ ィ ス ク リプ タの 表 記 形 態 と同 じで あ る。 た だ し、 異 形 語 が 案

内 と して必 要 な場 合 は、 そ の 異 形 語 を非 デ ィ ス ク リプ タ と して 登 録 して い る。

(例)シ ョケ 積 分

3.2.3限 定 句

同 じ表 記 で 意 味 の 異 な る語 を 区別 す る た め、 語 の 直 後 に 【 】 を 設 け、 そ の

中 に 説 明 の語(限 定 句)を 入 れ て い る。

(例)フ ァ ジ ィ化 【一 般 】、 フ ァ ジ ィ化 【フ ァ ジ ィ集 合 演 算 】

限 定 句 の っ い た語 は、 限 定 句 も含 めて 一 つ の語 と見 な され る。

3.3ス コ ー プ ノ ー ト

用 語 の 意 味 や そ の 使 用 法 な ど を 特 に 示 す 必 要 の あ る 場 合 に は 、 ス コ ー プ ノ ー

ト(ScopeNote)と し て そ れ ら を 記 して あ る。 ス コ ー プ ノ ー トは 体 系 表 示 とKW

IC索 引 で 用 い ら れ て お り、 記 号SNで 示 さ れ る。

(例)フ ァ ジ ィ集 合 演 算

SNフ ァ ジ ィ集 合 独 自 の 演 算 。

通 常 の 集 合 で も使 わ れ る 演 算 は 、 集 合 演 算 お よ び

そ の 関 連 用 語 を 見 よ。

シ ソ ー ラ ス に よ る索 引 と 検 索 で は、 用 語 は こ の ス コ ー プ ノ ー ト以 外 の 意 味 で

は 用 い ら れ な い。

3.4用 語 の 意 味 範 囲

用 語 の 意 味 範 囲 に関 して 、 以 下 の原 則 を お いて い る。

(a)用 語 は、 限定 句 お よ び ス コ ー プ ノー トに よ って 意 味 概 念 の 内 容 が 限 定

され る。

(b)体 系 表 示 に お け る カ テ ゴ リー(5.1を 参 照)は 、 用 語 の 意 味 範 囲 を規 制

しな い。

(c)デ ィス ク リプ タは 上 位 語 に よ り意 味 限 定 さ れ、 下 位 語 に よ つ て は 限 定

され な い(上 位 語 お よ び 下 位 語 に つ い て は4.2を 参 照)。
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(d)非 デ ィ ス ク リ プ タ は、 そ の 語 の 代 わ り にUSE先 の デ ィ ス ク リプ タ を 用

い る の で 、 デ ィ ス ク リ プ タ の 意 味 範 囲 に 限 定 さ れ る。

4.用 語 関 係

こ の シ ソ ー ラ ス で 使 用 して い る用 語 関 係 は、 優 先 関 係(USE.UF)、 階 層 関 係

(TT.BT,NT)、 関 連 関 係(RT)で あ る。

4.1優 先 関 係

優 先 関 係 は 、 デ ィ ス ク リ プ タ と非 デ ィ ス ク リ プ タ の 間 に お か れ て い る。KWIC

索 引 で は 、 非 デ ィ ス ク リプ タ か ら 同 義 の デ ィ ス ク リ プ タ へ の 参 照 を 行 な っ て お

り、 こ れ に は 記 号USEを 使 用 し て い る(3.1.2を 参 照)。

(例)☆ 近 似 推 論USEフ ァ ジ ィ推 論

な お 、 体 系 表 示 のUSE参 照 デ ィ ス ク リ プ タ の 箇 所 に は

フ ァ ジ ィ推 論

UF近 似 推 論

の よ う に 、 対 応 す る非 デ ィ ス ク リプ タ が 表 示 さ れ て い る。 す な わ ち 、 体 系 表 示

で は 、 デ ィ ス ク リ プ タ か ら 同 義 の 非 デ ィ ス ク リ プ タ へ の 参 照 を 行 な っ て い る。

記 号UFは 、USEDFORの 略 で あ る。

非 デ ィ ス ク リプ タ に は 、USE参 照 デ ィ ス ク リ プ タ が 複 数 の も の も あ る。

(例)☆Lフ ァ ジ ィ 関 係USELフ ァ ジ ィ集 合

ANDフ ァ ジ ィ関 係

こ れ は 、 「Lフ ァ ジ ィ 関 係 」 と い う概 念 に 対 し て は 、 「Lフ ァ ジ ィ 集 合 」 と

「フ ァ ジ ィ関 係 」 と い う2っ の デ ィ ス ク リ プ タ を 付 与 して 表 記 す る こ と を 表 し

て い る。 した が っ て 、 検 索 に あ た っ て は 「Lフ ァ ジ ィ 関 係 」 はUSE参 照 の2っ の

デ ィ ス ク リ プ タ の 論 理 積 で 検 索 す る 必 要 が あ る。USE参 照 デ ィ ス ク リプ タ を 複 数

も っ 非 デ ィ ス ク リ プ タ に つ い て は 、 体 系 表 示 の 対 応 す るUSE参 照 デ ィ ス ク リプ タ

の 箇 所 で 次 の よ う に 表 示 さ れ て い る。

Lフ ァ ジ ィ集 合

UF+Lフ ァ ジ ィ関 係
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フ ァ ジ ィ 関 係

UF+Lフ ァ ジ ィ関 係

記 号+は 、 非 デ ィ ス ク リ プ タ が 複 数 の デ ィ ス ク リ プ タ の 組 合 せ で 表 さ れ て い る

こ と を 示 す も の で あ る。

4.2階 層 関 係

階 層 関 係 は 、 デ ィ ス ク リプ タ 間 の 関 係 で あ る。 あ る デ ィ ス ク リ プ タ に つ い て 、

そ れ よ り広 い 概 念 を 表 す デ ィ ス ク リ プ タ を 上 位 語(BroaderTerm)と 呼 び 、 逆

に、 よ り 狭 い 概 念 を 表 す デ ィ ス ク リ プ タ を 下 位 語(NarrowerTerm)と 呼 ぶ 。 体

系 表 示 で は、 記 号BTで 直 近 上 位 語(上 位 語 の 中 で 一 番 近 い も の)へ の 参 照 を

示 し、 記 号TT(TopTermの 略)で 最 上 位 語(階 層 の 中 で 一 番 上 位 の 語)へ の

参 照 を 示 し て い る。 直 近 下 位 語(下 位 語 の 中 で 一 番 近 い も の)へ の 参 照 に は 記

号NTま た は(NT)を 使 用 して い る。

(例)

(NT)

こ の 例 で は、 「フ ァ ジ ィ測 度 」 の 属 す る階 層 の最 上 位 語 は 「測 度 」 で あ り、

「測 度 」 は 「フ ァ ジ ィ測度 」 の 直 近 上 位 語 で もあ る。 「belief関 数 」 と 「分 解

可 能 測度 」 は、 「フ ァ ジ ィ測 度 」 の直 近 下 位 語 で あ る。NTと(NT)の 相 違 点 お よ

び記 号 ・につ い て は、5.2で 説 明 す る。

階 層 関 係 は、 次 の よ うに設 定 され て い る。

(a)包 摂 関 係

あ るデ ィ ス ク リプ タ(概 念)が よ り一 般 的 な デ ィ ス ク リプ タ(概 念)に 包 摂

され る関 係 で あ る。

(b)部 分 一全 体 の 関 係

下 位 語 が 上 位 語 の部 分 で あ る よ うな関 係 を い う。 学 問分 野 だ け に 限定 して 使

用 して い る。

フ ァ ジ ィ 測 度

TT測 度

BT測 度

NTbelief関 数

・分 解 可 能 測 度
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4.3関 連 関 係

関 連 関 係 は 、 概 念 的 に 密 接 な 関 係 は あ る が 一 貫 し て は 階 層 を 形 成 せ ず 、 か っ

同 等 で も な い 概 念 を 表 す デ ィ ス ク リプ タ 間 に 設 け ら れ て い る。 こ れ は 、 検 索 の

参 考 の た め に 設 け ら れ た 関 係 で あ る。 体 系 表 示 で は、 そ の デ ィ ス ク リ プ タ と 関

連 が 深 い と 思 わ れ る デ ィ ス ク リ プ タ 、 っ ま り関 連 語(RelatedTerm)を 、RTま

た は(RT)の 記 号 を 付 け て 記 載 し て い る。

(例)あ い ま い さ の 爆 発

RTフ ァ ジ ィ エ ン トロ ピー

RT参 照 は 相 互 参 照 で あ る。 す な わ ち 、RT参 照 デ ィ ス ク リ プ タ の と こ ろ で は 、

参 照 元 の デ ィ ス ク リ プ タ がRT参 照 さ れ て い る。

フ ァ ジ ィ エ ン トロ ピ ー

RTあ い ま い さ の 爆 発

な お 、 関 連 関 係 で 結 ば れ た 一 方 の デ ィ ス ク リプ タ の 上 位 語 ま た は 下 位 語 に は、

関 連 関 係 づ け を し て い な い。

記 号(RT)の 使 用 法 に っ い て は5.2で 述 べ る。

5.体 系 表 示

5.1カ テ ゴ リー

収 録 用 語 は 、 次 の3分 野 、16の カ テ ゴ リー に 分 類 さ れ 、 カ テ ゴ リ ー ご と表 示 さ

れ て い る。 左 端 の 記 号 は、 そ の カ テ ゴ リー の コ ー ドで あ る。

〈一 般 共 通 分 野>

A－ 般 共 通 分 野

〈数 学>

C数 学 一 般

D集 合 論

E論 理

F測 度 論

〈フ ァ ジ ィ理 論>

Hあ い ま い さ に 関 す る

一 般 共 通 概 念

1単 位 区 間 上 の 演 算

Jフ ァ ジ ィ 集 合 論

Kフ ァ ジ ィ 関 係

Lフ ァ ジ ィ論 理

Mフ ァ ジ ィ 測 度 論

N

D
l

P
"

T

W

可 能 性 理 論

Dernpster-Shafer選 言命

フ ァ ジ ィ数 学

フ ァ ジ ィ応 用 関 連 概 念

言 語 表 現
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5.2配 置 の木 構 造

体 系 表 示 で は、 デ ィ ス ク リプ タ を木(根 づ き木)状 に配 置 して い る。 この 木

の 節 点 は デ ィ ス ク リプ タで あ り、 枝 は 階 層 関 係 ま た は関 連 関 係 で あ る。

(例)論 理

(RT)・ 真 理 値

(NT)・ ・数 値 的 真 理 値

(RT)・ 命 題

記 号 ・は、 節 点 の レ ベ ル を 示 す。 す なわ ち 上 の 例 で は、 「論 理 」 が 根 で あ り、

「真 理 値 」 と 「命 題 」 は 「論 理 」 の 子 で あ る。 ま た、 「数 値 的 真理 値 」 は 「真

理 値 」 の 子 で あ る。 左 端 の記 号(NT)と(RT)は 、 枝 の種 類(用 語 関 係)を 示 して

い る。 上 の例 で は、 「真 理 値 」 と 「論 理 」 が 関 連 関 係 に あ り、 「数 値 的 真 理 値 」

は 「真 理 値 」 の直 近 下 位 語 で あ る。 「命 題 」 と 「論 理 」 も関 連 関 係 に あ る。

「一 般 共 通 分 野 」 、 「あ い ま い さ に関 す る一 般 共 通 概 念 」 「フ ァ ジ ィ応 用 関

連 概 念 」 の3カ テ ゴ リー を除 い て、 全 カ テ ゴ リー は一 本 の 木 を 構 成 して い る。

な お、 体 系 表 示 で は、1っ の デ ィ ス ク リプ タ が 節 点 と して 現 れ る 場 所 は1箇 所

だ け で あ る。

5.3フ ァ セ ッ トイ ン デ ィ ケ ー タ

体 系 表 示 で は 、 フ ァ セ ッ トイ ン デ ィケ ー タ(分 類 指 標)を 使 用 し て い る。 フ

ァ セ ッ トイ ン デ ィ ケ ー タ は 、 か っ こOで 囲 み 、 見 出 し語 と 同 列 に 並 べ て い る。

(例)

(RT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(理 論)

集 合 論

・(対 象)

・集 合

・ ・(形 状 別)

・ ・凸 集 合

・ ・(演 算 別)

・ ・合 併 集 合

・ ・共 通 集 合

・ ・補 集 合
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まず 理 論 と して 「集 合 論 」 が あ り、 そ の 対 象 と して 「集 合 」 が あ る。 そ の 「集

合 」 を形 状 別 に分 類 す る と 「凸集 合 」が 現 れ、 演 算 別 に分 類 す る と 「合併 集 合 」 、

「共 通 集 合 」 、 「補 集 合 」 が現 れ る。

各 カ テ ゴ リー に現 れ る主 な フ ァセ ッ トイ ンデ ィケ ー タ とそ の 配 列 順 を 示 す 。

(理 論)

(対 象)

(抽 象 的 概 念)

(関 係 ・性 質 ・属 性)

(操 作 お よ び そ の結 果)

(道 具)

(法 則 ・規 則 ・原 理)

原 則 と して、 サ ブ フ ァセ ッ ト(部 分 木)に お け る概 念 の 配 列 も、 こ の順 序 に従

って い る。 上 の 例 で も、 形 状(属 性)に よ る分 類 の あ と に、 演 算(操 作)に よ

る分 類 を配 置 して い る。

5.4参 照 記 号 に っ い て の 補 足

参 照 記 号TT,BT.NTは 、 原 則 と して 、 他 の カ テ ゴ リー に 属 す る デ ィ ス ク リ プ

タ だ け へ の 参 照 に 用 い て い る。 同 一 カ テ ゴ リー に あ る 直 近 下 位 語 は 子 と し て 配

置 さ れ 、 記 号(NT)で 直 近 下 位 語 で あ る こ と が 案 内 さ れ て い る。

(例)

(NT)

フ ァ ジ ィ 測 度

TT測 度

BT測 度

NTbelief関 数

・分 解 可 能 測 度

こ の 例 は 、 『フ ァ ジ ィ測 度 論 』 と い う カ テ ゴ リー の 一 部 で あ る。 「フ ァ ジ ィ測

度 」 と 「分 解 可 能 測 度 」 は こ の カ テ ゴ リー の デ ィ ス ク リ プ タ で あ り 、 「測 度 」

と 「belief関 数 」 は 他 の カ テ ゴ リー の デ ィ ス ク リ プ タ で あ る。

な お 、 同 一 カ テ ゴ リ ー 内 に 重 合 階 層 関 係 が 存 在 す る 場 合 に は 、 同 一 カ テ ゴ リ

ー の 語 で もTT ,BT,NT参 照 して い る。 こ こ で、 重 合 階 層 関 係 と は 、 一 つ の デ ィ ス

ク リ プ タ が 複 数 の 異 な る 直 近 上 位 語 を 持 つ こ と、 逆 の 言 い 方 を す れ ば 、 異 な る
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複 数 の デ ィ ス ク リプ タ が 同 一 の 直 近 下 位 語 を持 つ こ と を い う。

(例)

(NT)

こ の 例 の 「下 界 確 率 」 は 、 、 「確 率 」 、 「フ ァ ジ ィ 測 度 」 の3

っ の 直 近 上 位 語 を 持 っ て い る。

一 般 に、 同 一 カ テ ゴ リー に 属 す る デ ィ ス ク リ プ タ 同 士 は、 互 い に 関 連 関 係 に

あ る と い え る。 し た が っ て 参 照 記 号RTも 、TT,BT,NTと 同 様 に 、 原 則 と して 他

の カ テ ゴ リー に 属 す る デ ィ ス ク リプ タ だ け へ の 参 照 に 用 い て い る。 た だ し、 同

一 カ テ ゴ リー の 語 で も、 非 常 に 強 い 関 連 関 係 に あ る場 合 に はRT参 照 し て い る。

ま た 、5.2で 述 べ た よ う に 、 関 連 関 係 に あ る子 は、 記 号(RT)で 関 連 語 で あ る こ

と を 案 内 し て い る。

確 実 性 測 度

TT測 度

BT測 度

・下 界 確 率

TT確 率

測 度

BT確 率

フ ァ ジ ィ測 度
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体系表示

A[一 般共通分野]

(NT)

(NT)

)

)

↑
忍
T

N

N

(

(

(NT)

(理 論)

理 論

NTDempster-Shafer理 論

フ ァ ジ ィ理 論

(抽象的概念)

核 【一般】

事象
UF確 率事象

NTフ ァジィ事象

RT確 率

集合

従属性

独立性

システム

NTフ ァジ ィシステ ム

RT不 適 合性 の原理

主観

RTあ いまい さ

証 拠

RTDempster-Shafer理 論

独 立 性

(性質 ・属性:質 的)

可能性

RT可 能性理論

必然性

必然性
RT可 能性

可能性理論

性質
NTあ いまいさ

数学的性質
不確実性

・(形 状)

・単 峰 性

UFunimodality

・多 峰 性

UFmultimodality

・(幾 何学 的)

・対称 性

・直交 性

RTフ ァジ ィ分割

・(位 相 ・順序的)

・単調性

UF単 調減少性

単調増加惟
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(NT)・ 連続性

・(独 立 ・従属)

(NT)・ 独立性

RT事 象

証拠

(NT)・ 従属性

RT事 象

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

・(あ いまい関連)

・多義性

RTあ い まい さ
・非 決定性

RTあ い まいさ
・不 完全性

RTあ い まい さ
・複 雑 さ

RTあ いまい さ

簡素化

不適 合性 の原理

・(そ の他)

(NT)・ 正 規性

RT高 さ

フ ァジィ集 合

測度

劣正規性

(NT)・ 双対性

RTtコ ノル ム

tノ ルム

フ ァジィ測度

(NT)・ 補償性

UFcompensation

補完性

(NT)

(NT)
(NT)

(NT)

(NT)

(NT)
(NT)

(NT)

(性 質 ・属性:形)

形状

UF形 態
・多 角形

・・三 角形

・・台形

・釣 鐘形

線
・曲線

・・折れ線

・直線

面
・断 面

UF切 断

RT集 合

条 件付可能性分布

(性 質 ・属性:数 量 的)

位置

(NT)・ 重心

幾何学 量

(NT)・ 長 さ

UF寸 法

(NT)・ ・高 さ



(NT)・ ・幅

(NT)・ 面 積

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

RT正 規性

ファジィ集合

劣正規性

UFspread

幅 員

RTL-Rフ ァ ジ ィ数

度
UF程 度

度合
肝 確信度

所属度

濃度

包含度
RT測 度
・一致度

SN複 数のものが一致す る度合。

UF両 立度

RT相 等関係

適合度
・適合度

SN対 象がある基準 に当てはまる

度合。

UF+前 件部適合度

RT－ 致度

ファジィ推論
・分離度

SN複 数のものが離れている、も

しくは異なっている度合。

RT相 等関係
・包含度

SN2つ の うちの一方が他方に含

まれる度合。

RT包 含関係

(操 作 およびその結果)

改変

NT非 フ ァジィ化

フ ァジィ化 【一般 】
・(改 変属性別)

・拡大

UFdilation

拡 大化

弛緩

膨 張化

RT言 語 ヘ ッジ演算
・簡素化

UF簡 略化

RT複 雑 さ
・集中化

UFconcentration

集中

RT言 語 ヘ ッジ演算

・(抽 象的改変)

・正規化

RT結 合規則

言語ヘ ッジ演算
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条件化規則

正規性

(NT)・ 特殊化

RT可 能性分布

同定

表現

NT言 語的表現

合成 【一般】

分割

NT

RT

フ ァジィ分割

エ ン トロ ピー

集 合

(方 式)

拭

(NT)・ 間接法 【一般】

(NT)・ 直接法 【一般】

(現象)
影
UF直 交影

点影

補影
補直交影
補点影
RT射 影

相互作用
RT可 能性分布

フアジイ関係

ファジィ変数

(法則 ・規則 ・原理)

規則
NT結 合規則

条件化規則

推論規則

翻訳規則

原理
NT拡 張原理

可能性/確 率調和原理

(NT)・ 不適合性の原理
RTシ ステム

複雑 さ

(工学関連概念)
工学

NTあ いまい工学

値

NT言 語値

真 理値

フ ァジィ値
・(値 の タイプ別)

(NT)・ 区間値



(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

UF+Φ フ ァジィ集合

・数値

NT中 心値
・・(役 割別)

・ ・しきい値

RTα カ ッ ト
・ ・(代 表値)

・ ・中央値

SNフ ァジィ数 の所属度1の 点

には中心値 を使 う。

UFmedian

メデ ィア ン

RT平 均化 演算
・ ・平 均値

SNフ ァジ ィ数 の所属度1の 点

には中心 値を使 う。

RT平 均化 演算
… 重み付 き平 均値

UF荷 重平均 値

RT凸 結合

面積法

エ ン トロピー

NTフ ァジィエ ン トロ ピー

RTあ いまい さ

確率

分割

C[数 学一般]

(RT)

(NT)

(NT)

(RT)

(理論)

数学
N↑ 集合論

測度論
ファジィ数学

RT論 理

・(対 象)

・関数

TT写 像

BT写 像

NTn関 数

belief関 数

plausibility関 数

S関 数

Z関 数

型関数

可能性 分布関数

生成関 数

漠度関 数

メンバ シップ関数

RT積 分

変数
・・(初 等関数)

・・逆正接関数

UFarctangent
・・指数関数

・行 列

UFマ ト リ ッ ク ス

NTフ ァ ジ ィ行 列

(RT)・ 式

NT肯 定式

否定式

(NT)・ ・方程式

NTフ ァジィ関係方程式

・(関 係 ・性質 ・属 性)

(RT)・ 数学 的関係

UF2項 関係

n項 関係

NTフ ァジ ィ関係

RT演 算

写像

命題

(NT)・ ・順序

UF順 位

NTフ ァジ ィ順序

(NT)・ ・相等関係

UF対 等関 係

同等 関係

RT－ 致度

分離 度

(NT)・ ・包 含関係

RT集 合

包 含度

論理
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(RT)

(RT)

(NT)

)

)

T
`

T
・

N

N

(

(

)

)

T
▲
T

N

M
胴

(

(

(NT)

(RT)

(RT)

・・(操 作)

・・推移包

UFmax-min推 移的 閉包

推 移 的閉包

マ ック ス ミニ推 移的閉包

・数学的性質

TT性 質

BT性 質

RT演 算

写像

測度

・・(一 般共通)

・・劣正規性

RT正 規性

測度

高 さ

フ ァジィ集合

・・(代 数 的)

・ ・加法性

・ ・非 加法性

RTフ ァジィ測度
・・線形性

・・非線形性

・ ・(独 立 ・分 離 的)

・ ・点 別性

UFpointwiseness

RTフ ァ ジ ィ集 合 演 算

・(操 作およびその結果

:一 般共通)
・凸結 合

UFλ 和

RT重 み付 き平均

フ ァジィ集 合演算

・べ き

UFべ き乗

累乗

RT演 算

言語 ヘ ッジ演算

(NT)

(NT)

(NT)

(RT)

(RT)

(RT)

(RT)

(RT)

(RT)

UF減 算

・ ・乗 法

UF乗 算

RTtノ ル ム

… ス カ ラー 倍

UFス カ ラー乗 法

・ ・除 法

UF除 算

・(操 作 および その結果:次 元的)

・円筒的拡 張

UFcylindricalextension

+円 筒 ファ ジィ集 合

RT集 合
・射影

RT影

集合

周辺可能性 分布
・直積

UF+フ ァ ジィク ロス乗積

RT集 合

測度

・(道 具)

・パ ラメータ

UF媒 介変 数

RTパ ラメー タ族

変数
・変数

NT言 語 変数

フ ァジィ変数

RT関 数
パ ラメー タ

・(法 則 ・規則 ・原 理)

・定理

NT分 解定 理

RT命 題

推論

(RT)

(NT)

・演算

NT集 合演算

論理演算
RT数 学的関係

数学的性質
べき

・・(操 作対象別)

・・実数演算 【一般】

NT実 数演算 【単位区間】

(NT)

(NT)

・ ・(一 般 共 通)

・ ・加 法

UF加 算

RTtコ ノ ル ム

・ ・減 法
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D[集 合論]

(理論)

集合論

TT数 学
BT数 学

肝 ファジィ集合論

・(対 象)

(RT)・ 集合
UFク リスプ集合

NT台 集合

ファジィ集合

フロー集合

ラフ集合

ランダム集合

零集合
RT円 筒的拡張

事象

射影

測度

断面

直積

凸包

分割

包含関係

(NT)

(NT)

(N↑)

(NT)

(RT)

・・(形 状別)

・・凸集 合

NT凸 ファジ ィ集合

・・(演 算別)

・・合併集合

UF結 び

和集合
RTtコ ノルム

集合演算

選言
・・共通集合

UF積 集合

交 わり
RTtノ ルム

集合演算

連言
・・補集合

NTλ 補集合

RT言 語ヘッジ演算

集合演算

否定

否定演算

・(属 性)

・濃度

UFカ ー ジナル数

相対濃度

要素数

TT度

BT度

RTシ グマ カウソ ト
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・(操 作 およびその結果)

(RT)・ 集 合演算

TT演 算

BT演 算
NTフ ァジィ集合演算

RT合 併集合

共通集合

補集合

(RT)・ 凸 包

UF

RT

凸化

言語ヘッジ演算

集合

(RT)・ 写 像

NT関 数

RT拡 張原 理

数学 的関係

数学 的性質
・・(操 作結 果)

(RT)・ ・像

(NT)… 遺 像



E[論 理]

(RT)

(NT)

(RT)

(NT)

(RT)

(理論)

論理
UF数 理論理学

NTフ ァジィ論理

RT数 学

包含関係

・(対 象)

・真理値

TT値

BT値

NT言 語 的真 理値
・・(値 の タイプ別)

・・数値 的真 理値

UFNTV

・命題

NT

RT

ファジィ命題

数学的関係

定理

・・(構 造別)

・・限量命題

UF量 化命題
+フ ァジィ限定命題

+限 量規則

RTシ グマカウン ト

翻訳規則
…(部 分)

… 限量詞

UF限 量作用素

限量子
ファジィ限量作用素

ファジィ限定作用素

量化子

量化詞

量限定詞

(RT)・ 論 理演算

TT演 算

BT演 算

(NT)・ ・否定

RT言 語 ヘ ッジ

修飾詞

否定演 算

補集合

(NT)・ ・選言

RTtコ ノルム

合併集合

(NT)・ ・連言

RTtノ ル ム

共通集 合

(NT)・ ・含意

UFイ ンプ リケー ション

RT含 意演算

条件 命題

(RT)

(NT)

(NT)

(NT)

・(法 則 ・規則 ・原 理)

・推論規 則

TT規 則

BT規 則

NTフ ァジィ推 論規則
・・三段論法

NTフ ァジィ三段論法
… 肯定式

UFmodusponens

モ ダスポネ ンス

1丁 式

BT式

NT－ 般化 肯定式
… 否定式

UFmodustollens

モ ダス トレ ンス
'1"1'式

BT式

(NT)

(RT)

(RT)

・・条 件命題

SN'ifAthenB"の 形 の

命題 。伝統的論理学 におけ る

条 件命題 の うちの仮言 命題 。

UFif-then命 題

仮言命題

RT含 意
…(部 分)

… 前件部

UF前 件

前件 命題
・・◆後件部

UF後 件

後件 命題

(RT)

・(操 作)

・推論

NTフ ァジィ推論

RT定 理
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F[測 度論]

(RT)

(RT)

(RT)

(NT)

(理論)
測度論
TT数 学

BT数 学

NTフ ァジィ測度論

・(対 象)

・測度

SN何 らかの属性を測る関数また

はその値。数学で一般にいう測

度(可 算加法的集合関数)を 含
むが 、より一般的。

NT確 実性測度

ファジィ測度

RT集 合

数学的性質

正規性

直積

度

劣正規性
・・(派 生概念)

・・零集合

1丁 集合

BT集 合

・(操 作 お よ び そ の結 果)

・積 分

NTフ ァ ジ ィ積 分

RT関 数

・ ・(積 分 値 の定 義 別)

・ ・Lebesgue積 分

RTChoquet積 分
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H[あ いまいさに関する一般共通概念]

(理 論)

フ ァジィ理論

UFあ い まい理論

TT理 論

BT理 論

NT可 能性理 論

ファジィ応用理論

ファジィ集合論

ファジィ数学

ファジィ測度 論

RT言 語的表現

ファジィ関係

フ ァジィ論理

(性 質 ・属性)

あい まいさ

UFあ いまい性

TT性 質

BT性 質

RTエ ン トロ ピー

主観

多義性

非決定性

不完全性

複雑 さ

(NT)・ フ ァジ ィネス

UFフ ァジィ性

RTフ ァジィ集 合

ファジィ測 度

(NT)・ ラ ンダムネ ス

RT確 率

不確実性
TT性 質

BT性 質

RT確 実性測度

確信度

SN確 実性測度 お よび その下 位語 も

見 よ。

UFdegreeofbelief

確実度

TT度

BT度

RT確 実性測度

確率

NT下 界確率

基本確率

上界確率
ファジィ確率

RTエ ントロピー

確実性測度

確率集合

可能性/確 率調和原理

事象

ランダム集合

ランダムネス



(NT)

(NT)

(NT)

(NT>

(現 象)

あ いま いさの爆発

RTフ ァジィエ ン トロ ピー

フ ァジィ推論

(数学

:他 理 論 におけ るあい まい集合)

フロー集合

UFLフ ロー集 合

Nフ ロー集合

TT集 合

BT集 合

ラフ集 合

TT集 合

BT集 合

ラ ンダ ム集合

π 集合

BT集 合

RTDernpster-Shafer理 論

確率

(数 学:測 度)

確実性 測度

SN確 か らしさを測 る測度 。

π 測度

BT測 度

NTbelief関 数

plausibility関 数

可能性 測度

必 然性測度

RT確 率

確 信度

ファ ジィエ ン トロ ピー

ファ ジィ測度

不 確実性

・(理 論別:確 率論)

・確率 測度

・(理 論別:MYCIN)

・CF

SNMYCINで 使われた ものに限 る。

UFcertaintyfactor

・(理 論別:上 界 ・下界確率論)

・上 界確率

UF上 限確率

TT確 率

測度

BT確 率

ファ ジィ測度

RTplausibility関 数
・下 界確率

UF下 限確率

TT確 率

測度

BT確 率

フ ァジ ィ測度

RTbelief関 数

・(操 作別)

(NT)・ 条件付確実性測度

RT条 件付 フ ァ ジィ測度
・・(道 具:生 成規 則)

(RT)・ ・条件化規則

SN条 件付確 実性測度 を定め る

規則 。

TT規 則

BT規 則

NTDernpsterの 条件化規則

RT正 規化

・(規 則)

(RT)・ 結合規則

SN確 実性 測度 の結 合の規則。

TT規 則

BT規 則

NTDempsterの 結 合規則

RT正 規化
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1[単 位区間上の演算]

(操作およびその結果)

実数演算 【単位区間】

TT演 算

BT実 数演算 【一般】
RTメ ンバシップ関数

ファジィ集合演算

・(族)

(RT)・ パ ラ メー タ族

SNパ ラ メ ー タの つ い た 単 位 区 間

上 の 演 算 。a+b+λab(λ が パ ラ

メー タ)な ど。

RTパ ラ メー タ

・(道 具)

(RT)・ 生成関数

SN単 位区間上の演算を生成す る

関数。
TT写 像

BT関 数

れ る演算 。1-aな ど。

UFフ ァジ ィ否 定

RT否 定

補集 合

(NT)・ 含意演 算

SN無 限多値論理 で含意 に用 い ら

れ る演 算 。min{1・-a,b}な ど。

UFフ ァジィ含意

RT含 意

・(作 用別)

(NT)・ 平均化演算

UFaveraging演 算

平均演 算子

RT中 央値

平均 値

・(差)

(NT)・ 限 界差

SNmax{0,a-b}

(NT)・ 絶 対 差

SNla-bl

(NT)

(NT)

(NT)
(NT)
(NT)

・(tノ ル ム関 連)

・tノ ル ム

UFt-norm

triangularnorm

擬 乗 法

三 角 ノ ル ム

RT共 通 集 合

乗 法

双 対 性

連 言

・ ・min演 算

UFフ ァ ジ ィ論 理 積

・ ・激 烈 積

・ ・限 界 積

・ ・代 数 積

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

・tコ ノル ム

UFsノ ル ム

t-conorm

triangUlarCOnOrm

t共 ノ ル ム

擬 加 法

三 角 コ ノ ル ム

RT合 併 集 合

加 法

選 言

双 対 性

分 解 可 能 測度
・ ・max演 算

UFフ ァ ジ ィ論 理 和

・ ・激 烈 和

・ ・限 界 和

・ ・代 数 和

(NT)

・(論 理演算関連)

・否定演算

SN無 限多値論理で否定に用いら
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J[フ ァジ ィ集合論]

(理 論)

フ ァジィ集合論

1丁 数学

理論

BT集 合論

ファジ ィ理論

・(対 象)

(RT)・ ファ ジィ集合

UF1型 フ ァジィ集 合

あいまい集合
+Φ ファジ ィ集 合

+円 筒 ファ ジィ集合

+フ ァジィクロス乗積

TT集 合

BT集 合

RT可 能性分布

言 語 ラベル

正 規性

高 さ
フ ァジィエン トロ ピー

フ ァジィネス

劣正規性

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

↑
l

T

M
皿

N

(NT)

(RT)

・・(形 状別)

・・凸 フ ァジ ィ集 合

UF凹 ファ ジィ集合

強 凸 フ ァジ ィ集 合

フ ァジ ィ凸集 合

rr集 合

BT凸 集 合

・・(拡 張形:

メ ンバ シ ップ関数 の値域別)
・・Lフ ァジィ集 合

UFBフ ァジィ集合

棄値 フ ァジィ集 合

+Lフ ァジィ関係
・ ・タ イプnフ ァジィ集合

UFn型 フ ァジィ集合
… タイプ2フ ァジィ集合

UF2型 フ ァジィ集 合

RTグ レー ドフ ァジ ィ化

・ ・(拡 張 形:台 集 合別)

・ ・レベ ルnフ ァ ジ ィ集 合

… レベ ル2フ ァ ジ ィ集 合

・ ・(拡 張 形:確 率 の導 入)

・ ・確 率 集 合

UFprobabilisticset

RT確 率

…(道 具)

… 漠 度 関 数

UFvagueness関 数

ベ イ グネ ス関 数

TT写 像

BT関 数

・・(演 算別)

(NT)・ ・λ補集合

TT集 合

BT補 集合

・・(道 具)

(RT)・ ・メ ンバ シップ関数

UF帰 属度関数

所属度関数

TT写 像

BT関 数

RT可 能性分布関 数

実数演算 【単 位区 間】
…(形 状別)

(RT)…n関 数

TT写 像

BT関 数

(RT)…S関 数

rr写 像

BT関 数

(RT)…Z関 数

rr写 像

BT関 数

…(値)

(RT)… 所属度

UF帰 属度

グレー ド

メンバ シ ップグ レー ド

メンバ シ ップ値

+フ ァジ ィグ レー ド

1丁 度

BT度

…(定 義 域)

(RT)… 台 集 合

UFuniverseof

全空間
全体集合
論議世界
論議領界
論述集合
論述領域
TT集 合

BT集 合

discourse

・(操 作およびその結果:

結果がファジィ集合)

(RT)・ ファジィ集合演算
SNフ ァジィ集合独 自の演算。通

常の集合で も使われる演算は、

集合演算およびその関連用語を

見 よ。
TT演 算

BT集 合演算

RT実 数演算 【単位区間】

点別性

凸結合
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(NT)

(RT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(RT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(RT)

・ ・フ ァジ ィ化 【ファジィ集合演算】

RT言 語 ヘ ッジ演算
…(道 具)

… 核 【フ ァジ ィ化】

…(タ イプ別)

… グ レー ドフ ァジィ化

UFgフ ァジ ィ化

RTタ イプ2フ ァジ ィ集 合
… 台 ファジ ィ化

UFsフ ァジィ化

・・言語 ヘ ッジ演算

RT拡 大 化

言 語 ヘ ッジ

修 飾詞

集 中化

正 規化

凸 包

ファ ジィ化 【フ ァジィ

集合演算】
べ き

補 集合
… 明暗強 化

UFintensification

・(操 作 および その結果:結 果が点)

・非 ファ ジィ化

SNフ ァ ジィ集合 を確定 した一点

に縮約 す る こと。

UFdefuzzification

defuzzy操 作
一点 化

脱 フ ァジィ化

デ フ ァジ ィフ ィケー ション

TT改 変

BT改 変

・・(方 法別)

・・重心法

UFCG法
・・高 さ法

UFmax法
・・中央値法

UFmedian法

メデ ィア ン法
・ ・面積 法

RT重 み付 き平均値

・(操 作 およびその結果:

結 果が ク リスプ集 合)
・αカ ッ ト

UFα カ ッ ト集合

αレベル集合

強 αカ ッ ト

弱 αカ ッ ト
レベ ル集 合

RTし きい値

分解定理
・・(特 殊形)
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(NT)

(RT)

(RT)

・・台

SN所 属 度 が正で あ る要素か ら

なる集 合 。強0カ ッ ト。

・(法 則 ・規則 ・原理)

・拡張原理

TT原 理

BT原 理

RT写 像

フ ァジ ィ化 【一 般】
・分解定理

UF分 解原 理

分解表 現定理

TT定 理

BT定 理

RTα カ ッ ト



K[フ ァジ ィ関係]

(関 係)
フ ァジィ関 係

UF2項 フ ァジィ関係

n項 フ ァジィ関係

+Lフ ァジ ィ関係

TT数 学 的関 係

BT数 学 的関係

RT可 能 性分布

相 互作用

フ ァジィ理論

(NT)・ 近 接 関 係

SN反 射 的 か っ 対称 的 な2項 フ ァ

ジ ィ関 係 。

UFproximityrelation

resemblancerelation

tOlerancerelatiOn

相 似 関 係

(N↑)

(RT)

(NT)

(RT)

(RT)

(NT)

(NT)

(N↑)

(NT)

・類似関 係

SN反 射的かっ対称的か っ推 移的

な2項 フ ァジィ関係 。

UFsimilarityrelation

フ ァジィ同値関係
・・(派 生概念)

・・類似 クラス

・フ ァジィ順 序

TT数 学 的関 係

BT順 序

・(表 現形式)

・フ ァジ ィ行列

UFフ ァジィ関 係行列

TT行 列

BT行 列

UFinf-max合 成

inf-min合 成

min'一*合 成

ミニ 星 合 成

・(問 題)

(RT)・ ファジ ィ関係方程式

TT式

BT方 程式
・・(道 具)

(RT)・ ・α合成

TT合 成 【フ ァジ ィ関係 】

BT合 成 【フ ァジ ィ関 係】

(RT)・ ・σ合成

TT合 成 【フ ァジィ関 係】

BT合 成 【フ ァジ ィ関 係】

・(操 作)

・合 成 【フ ァ ジ ィ関 係 】

NTα 合 成

σ合 成

RT推 論 の 合 成 規 則

・ ・(演 算別)

・ ・sup-*合 成

SN‡ は 単 位 区 間上 の 二 項 演 算 。

UFrnax-*合 成

sup-max合 成

マ ック ス星 合 成

…sup-min合 成

UFraax-min合 成

マ ッ ク ス ミニ 合 成

…sup積 合 成

UFmax-product合 成

max積 合 成

sup-product合 成

マ ッ ク ス積 合成

・ ・inf-*合 成

SN‡ は 単 位 区 間上 の二 項 演 算 。
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L[フ ァジ ィ論理]

論理

理

イ

理
論

ジ

論

向

理

理

ア

)

イ
傾

論

論

フ

論

ジ

理

ア
肝

π

田

田

(

フ

・(対 象)

(RT)・ 言語的真理値
UFLTV

言語学的真理値
ファジィ真理値

TT値

BT真 理値

RT言 語値

言語的表現

真理値空間

真理値限定

真理値限定命題

(RT)・ フ ァジ ィ命題

UF傾 向 命題

言語 的命題
+フ ァジィ限定命題

TT命 題

BT命 題
・ ・(部分)

(RT)・ ・フ ァジィ述語
SNフ ァジィ命題'xisF'に

おけ るF。

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(NT)

(RT)

・(構 造別)

・質限定命題

RT翻 訳規則
・・(限 定タイプ別)

・・確率限定命題

UF+確 率限定規則

RT言 語的確率
・・可能性限定命題

UF+可 能性限定規則

RT可 能性理論
・・真理値限定命題

RT言 語的真理値

・修飾命題

UF+修 飾規則

RT翻 訳規則
・・(部 分)

・ ・修飾 詞

UFmodifier

言語 演算子

言語 的修飾語

修飾演算子

修飾作用素

RT言 語 ヘ ッジ

言語 ヘ ッジ演算

否定

(RT)

(NT)

(RT)

(NT)

)

)

T
」

↑
8

N

N
n

(

(

(RT)

(RT)

(NT)

(NT)

(NT)

(RT)

・(操 作)

・真理値限定

UFTQ

真理値限定規則
RT間 接法 【ファジィ推論】

言語的真理値

翻訳規則
・・逆真理値限定

UFCTQ

・ファジィ推論

UF近 似推論

+前 件部適合度

TT推 論

BT推 論

RTあ いまい さの爆発

適合度
・・(方 式別)

・・直接法 【フ ァジィ推論 】

RT推 論 の合成規 則
… 頼切 り法

・・間接法 【フ ァジ ィ推論】

RT言 語 的真 理値

真理値限 定
…(道 具)

… 真理値空 間

・(法 則 ・規則 ・原理)

・フ ァジ ィ推論 規則

UFPE規 則

表規則

TT規 則

BT推 論規 則
・・推論の合成 規則

UF合 成 則 に基 づ く推論法

RT合 成 【フ ァ ジィ関 係】

直接法 【フ ァジィ推論】
・・フ ァジィ三段論 法

UF交 差/積 三段論法

後件部連 言三段論 法

前件 部連 言三段論 法

TT規 則

BT三 段 論法
… 一般化肯 定式

UF－ 般化modusponens
－般化 モ ダスポネ ンス

TT式

BT肯 定式

・翻訳規則

UF+確 率限定規則
+可 能性限定規則

+限 量規則

+修 飾規則

TT規 則

BT規 則

RT修 飾命題

限量命題

質限定命題

真理値限定
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(RT)

・(道 具)

・シグマカ ウ ン ト

UFρ 相対 シグマ カウ ン ト

相 対 ρ シグマ カウ ン ト

相 対 シグマ カウン ト

RT限 量命題

濃 度

M[フ ァジィ測度論]

(理 論)

フ ァジィ測度論

TT数 学

理論

BT測 度論

フ ァジィ理論

RTDempster-Shafer理 論

可能性理論

(RT)

(NT)

(NT)

(NT)

(RT)

(NT)

(NT)

・(対 象)

・フ ァジィ測度

SNフ ァジィ値 の加法的測度 には、

フ ァジィ値 と測度 を組 合わせて

使 う。

TT測 度

BT測 度

NTbeiief関 数

plausibility関 数

上界確率

下界確率

必然性測度

RT確 実性測度

双対性

非加法性

フ ァジィネ ス
・・(性 質別)

・・分解可能測度

UF擬 加 法的測度

NT可 能性測度

RTtコ ノルム
… λフ ァジィ測度

・・(操 作別)

・・条 件付 ファ ジィ測度

RT条 件 付確 実性測度

・(操 作)

・フ ァジィ積分

SNフ ァジィ測度 による積 分一般 。

菅野 によ るフ ァジ ィ積分 には菅

野積分を使 う。

TT積 分

BT積 分
・・(積 分値 の定義別)

・・Choquet積 分

UFシ ョケ積分

RTLebesgue積 分
・・菅野積分
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N[可 能性理論]

(RT)

(RT)

(NT)

(NT)

(RT)

)

)

↑
8

T
泓

N

R

(

(

(NT)

(RT)

(RT)

(理論)
可能性理論

TT理 論
BTフ ァジィ理論

RT可 能性

可能性限定命題

必然性
ファジィ測度論

・(対 象:分 布)

・可能性分布

UFn次 元可能性 分布

RT相 互 作用

特殊 化
ファ ジィ集 合

ファ ジィ関係
・・(道 具)

・・可能性分布 関 数

UF可 能性関数

1丁 写像

BT関 数

RTメ ンバ シップ関数
・・(操 作別)

・・周 辺可能性分 布

RT射 影
・・条 件付可能性 分布

RT断 面

・(対 象:測 度)

・可能性 測度

UFF加 法的 ファ ジィ測度

TT測 度

BT確 実 性測度

分解 可能 測度

RTplausibility測 度
・ ・(特 殊形)

・ ・0-1可 能性測度

・必然性 測度

TT測 度

BT確 実性測 度

フ ァジィ測度

RTbelief測 度
・・(特 殊 形)

・・0-1必 然性測度

・・(対 象:変 数)

・・フ ァジィ変 数

SN可 能 性分布(フ ァジ ィ集 合)

で値 を制約 された変数 。

T↑ 変数

BT変 数

RT相 互 作用

・(法 則 ・規 則 ・原理)

・可能性/確 率調和原理

TT原 理

BT原 理

RT確 率
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P[Dempster-Shafer理 論]

(理 論)

Dempster-Shafer理 論

UFDS理 論

デ ンプ スター シェイフ ァー理 論

証拠理 論

TT理 論

BT理 論

RT証 拠

フ ァジィ測度論

ラ ンダム集合

・(対 象)

(RT)・ 基 本 確 率

UFbasicprobability

基 本 確 率 割 当

TT確 率

BT確 率

(RT)・belief関 数

UFbelief測 度

Bel関 数

Bel測 度

確信関数

確信度 関数

信頼関 数

信頼性 関数

TT写 像

測度

BT関 数

確実性測度

フ ァジィ測度

RT下 界確率

必然性測度

(RT)・plausibility関 数

UFplausibility測 度

Pl関 数

Pl測 度

有望度

TT写 像

測度

BT関 数

確 実性 測度

ファジ ィ測度

RT可 能性 測度

上界確率

(RT)

(RT)

(RT)

・(法 則 ・規 則 ・原 理)

・Dempsterの 結 合 規 則

UFデ ン プ ス タ ー ル ー ル

TT規 則

BT結 合 規 則

・ ・(派 生 概 念)

・ ・矛 盾 量

・Dempsterの 条件化 規則

TT規 則

BT条 件化 規則



R[フ ァ ジィ数学]

(理 論)
フ ァジ ィ数学

SNフ ァジ ィ集合論 ・ファジィ測度

論 ・ファ ジィ論理の数学 への応用

(フ ァ ジィ圏論 、フ ァジ ィ位相空

間論な ど)。

TT数 学

理論

BT数 学

ファジィ理論

・(分 野)

(NT)・ フ ァ ジ ィ算 術

・ ・(対 象)

(RT)・ ・フ ァ ジ ィ数

UFフ ラ ッ トフ ァ ジ ィ数

RTフ ァ ジ ィ値

…(部 分)

(RT)… 中 心 値

SNフ ァ ジ ィ数 の 所 属 度1の

点 。

TT値

BT数 値

…(表 現 方 法 別)

(NT)… 七Rフ ァ ジ ィ数

RT幅

・ …(道 具)

(RT)・ … 型 関 数

SN仁Rフ ァ ジ ィ数 の左 右

の 形 を定 め る関 数 。

UFL・-R関 数

referencefunction

shapefunction

TT写 像

BT関 数

T[フ ァジィ応用関連概念]

(理論)

ファジィ応用理論

SNフ ァジィ集 合 ・フ ァジィ測度 な

どを応用す るため の理論 。

TT理 論

BTフ ァジィ理 論
・フ ァジ ィ統計 解析

SN回 帰分 析 、判別分析 、ク ラス

タ リングなど。
・フ ァジ ィOR

SN数 理 計画法 、意思決定 、ゲー

ム理論 な ど。

・フ ァジ ィ制御

(抽 象的概念)

ファ ジィ確率

SNフ ァジィ値 の確率 。

TT確 率

BT確 率

肝 言語 的確 率

フ ァジィ事象

TT事 象 ・

BT事 象

フ ァジィシステム

TTシ ステム

BTシ ステム

(操作 お よびそ の結 果)

フ ァジィ化 【一 般 】

SN既 成の概念 にあい まい さ(フ ァ

ジィ集 合)を 導入 す るこ と。

TT改 変

BT改 変

RT拡 張原理

フ ァジィ分割

TT分 割

BT分 割

RT直 交 性

フ ァ ジィエ ン トロ ピー

(工学関連概念)

あいまい工学

TT工 学

BT工 学

フ ァジィ値

UF+フ ァジ ィグ レー ド

TT値

BT値

RTフ ァジィ数

ファ ジィエ ン トロ ピー

UFフ ァジィ度

TTエ ン トロ ピー

BTエ ン トロ ピー

RTあ い まい さの爆 発

確実性 測度

フ ァジ ィ集 合

フ ァジ ィ分割
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W[言 語的表現]

言語的表現

TT表 現

BT表 現

RT言 語的真理値
ファジィ理論

・(対 象別)

(RT)・ 言語 的確率

SN「 まれ」 、 「頻 繁」 な どの言

語 ラベルの付いた フ ァジィ確率。

TT確 率

BTフ ァジィ確率

RT確 率 限定 命題

(RT)・ 言 語値

SN「 若 い」 、 「小 さい」な ど、

単語で ある値 。

TT値

BT値

(RT)・ 言語 ラベル

UFラ ベル

RTフ ァジィ集合

・(変 数)

(RT)・ 言語 変数

SN言 語値 の変数 。

TT変 数

BT変 数

・(操 作 およびその結 果)

(RT)・ 言語近 似

UF言 語 翻訳

言語 マ ッチ ング

・(道 具)

(RT)・ 言語 ヘ ッジ

UFヘ ッジ

RT言 語 ヘ ッジ演算

修飾 詞

否定
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2.2.2体 系 化 と キ ー ワ ー ド

(1)「 分 野 」 の 体 系 化

「分 野 」 に 関 す る体 系 は 、 表2.2.4の よ う に な る。 こ の 「分 野 」 体 系 は、 既

存 の デ ー タ ベ ー スJICSTな ど の 分 類 体 系 と似 た も の に な っ て い る。 こ れ を

さ ら に 細 分 化 し、 シ ソ ー ラ ス を 作 成 す る こ と は 可 能 で あ ろ うが 、 そ れ は 科 学 技

術 の 全 分 野 を 対 象 と し て い るJlCSTな ど の 既 存 の 大 規 模 な デ ー タ ベ ー ス を

開 発 す る 際 と 同 じ 労 力 を 必 要 と す る。JICSTな ど と 比 べ る と、 デ ー タ ベ ー

ス は 大 変 に 小 さ い もの と な る は ず で あ り、 「分 野 」 に 関 し て 独 自 の シ ソ ー ラ ス

を 作 成 す る こ と は あ ま り意 味 が な い 。 細 分 化 して い な い こ の レ ベ ル で も精 密 機

器 と 精 密 機 械 な ど 意 味 の 近 い 言 葉 が あ り、 シ ソ ー ラ ス 風 に 記 述 もで き る か も し

れ な い が 、 こ の ま ま で も特 に 混 乱 を 招 か な い と考 え る。
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一一
表2.2.4キ ー ワ ー ド統 制 語 「分 野 」

o共 通

o土 建

・建 設

・土 木

・ ・ ト ン ネ ル

・ ・道 路

・ ・河 川

・ ・水 処 理

… 上 水 道

… 下 水 道

・ ・計 器

・ 情 報 処 理 機 器

・ ・OA機 器

・通 信 機 器

・ コ ン ピ ュ ー タ

o金 属

・鉄 鋼

・非 鉄 金 属

・電 線

・ア ル ミ

o社 会 シ ス テ ム

・行 政

・ ・ 経 済

・ ・教 育

・ ・福 祉

・ ・法 律

・金 融

・ ・保 険

・ ・証 券

・ ・銀 行

・ ・流 通

・経 営

・情 報 サ ー ビ ス

・ ・新 聞

・ ・放 送

・ ・娯 楽

・ 防 衛

o化 学

・石 油 化 学

・ ・ ゴ ム
.プ ラ ス チ ッ ク

・繊 維

・紙 パ ル プ

・ ガ ラ ス

・土 石

・セ メ ン ト

・写 真

o電 気

・電 気 機 器

・ ・家 電

・ ・重 電

・電 子 機 器

・精 密 機 器

o資 源

・鉱 業

・水 産

・農 業

・林 業

o環 境

・公 害

・防 災

oラ イ フ サ イ エ ン ス

・ 生 物

・ バ イ オ

・ 医 療

・食 品

o機 械

・ ロ ボ ッ ト

・FA

・冷 凍 ,空 調
・建 設 機 械

・ ・ク レ ー ン

・印 刷 機 械

・精 密 機 械

・自 動 車

・鉄 道

・船 舶 ,造 船
・航 空

oエ ネ ル ギ ー

・原 子 力

・電 力

・ ガ ス
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(2)「 機 能 」 の 体 系 化

「機 能 」 に 関 す る 体 系 は 、 表2.2.5の よ う に な る。 こ の 「機 能 」 体 系 は、 既

存 の デ ー タ ベ ー ス の 分 類 体 系 で は、 共 通 分 野 に 入 る も の と 考 え ら れ る。 し か し、

フ ァ ジ ィ理 論 の 研 究 と そ の 応 用 に 関 す る 文 献 デ ー タ ベ ー ス に 於 い て は 、 こ の

「機 能 」 に 対 す る キ ー ワ ー ド に よ る 検 索 が 多 くな る と 考 え ら れ る の で 、 か な り

細 分 化 して お く こ と が 重 要 で あ る。 し か し、 厳 密 な シ ソ ー ラ ス を 作 る に は 、

「分 野 」 と 同 様 に フ ァ ジ ィ理 論 と は 直 接 関 係 し な い 一 般 的 な 知 識 が 必 要 で あ り、

こ の 委 員 会 の メ ン バ ー だ け で 困 難 で あ る。 表2.2.5の レ ベ ル の 細 分 化 で 、 今 回

作 成 す る デ ー タ ベ ー ス の 検 索 に は 十 分 で あ る と考 え る。

(3)キ ー ワ ー ド

今 回 は シ ソー ラ ス を厳 密 な 意 味 で 作 成 せ ず、 分 類 体 系 の 用 語 を統 制 語 と して

記 入 して も ら う こ と に した。 したが って、 文 献 に よ っ て はす で に 著 者 に よ りキ

ー ワー ドが 付 け られて い る も の もあ るが、 採 録 者 が再 度 こ の統 制 語 の 中 か ら選

ぶ こ と にす る。 こ の統 制 語 だ け で は 十 分 で な い場 合 は、 自然 語 を 登 録 す る こ と

もで きる。 今 後 の調 査 で、 記 入 され た キー ワー ドで統 制 語 と自 然 語 の比 率 が ど

の く らい にな る の か、 検 索 に どの よ うな キ ー ワー ドが 使 わ れ るか な ど に よ り、

体 系 を見 直 す こ と にな ろ う。
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表2.2.5

0制 御
・操縦

・・運転

・・交通管制

・・自動操縦

… 自動走行

… 航法

・安定性

・・安定性解析

… 安定判別

・・不安定性

・最適制御

・・適応制御

・・学習制御

・サーボ制御

・自動制御

・・計算機制御

・・フィー ドバ ック制御

・・フィー ドフォワー ド制御

・知 識制御

・プロセ ス制御

・・プ ロセス

・分散制御

・ロボ ッ ト

・・自動機器

・・マニ ュピレ一 夕

・・知能 ロボ ッ ト

o解 釈
・言語

・・形式言語

… プ ログラ ミング言語

・… 高水準言語

・・自然語

・言語学

・・意味論

・・構文論

・・文法

・・語用論

・・機械 翻訳

o認 識
・識別

・・識別関数

・パター ン認識

・・音声認識

・・画像認識

・・図形認識

… 文字認識

・・信号認識

・・特徴抽出

… 特徴量

・パ ター ン抽出

・パ ター ン合成

・誤認

・・錯覚

o分 析
・化学分析

・機器分析

・経営分析

・経済分 析

キー ワー ド統制語 「機能」
・・市場分析

・定性分析

・定量分 析

o監 視
・モニタ リング

・監視装置

・・監視信号

・検知

・・欠陥

・・故障

・検出

・ ・セ ンサ

o診 断
・試験

・検査

・予知

・医療診断

・・病気

・故障診断

o推 定
・予測

・時系列分析

・状態推定

・統計的推定

・・最小 自乗法

・・最尤法

o評 価
・システム評価

・品質

・性能

o決 定
・判断

・決定理論

・・デ ィシジョンツリー

・意思決定

・統計的決定

oモ デ リング
・状態

・・状態変数

・・システムダイナ ミクス

・離散系

・連続系

・システム設計

・システム特性

Oシ ミュ レー ション
・計算機 シミュレー ション

・シミュ レー ション言語

・シミュ レー ションモデル

・シミュ レータ

o人 工知能
・推論

・ ・推論 モデル

・知識工学

・・エキ スパー トシステム

… 知識獲得

・… イ ンタビュー

・… 事例学習

・問題解決

・・発見的方法
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・知 識 表現

・定 理 証 明

・ ・論 理 プ ロ グ ラ ミング

・学 習

・ ・学 習 モデ ル

・ ・確 率 学 習

・ ・教 師つ き学 習

・・教 師 な し学 習

・・試 行錯 誤学 習

・定性 推論

・サ イバ ネ テ ィク ス

o計 算機

・計算 機 ア ル ゴ リズ ム

・計算 機 科学

・計算 機 シス テ ム

・計算 機 処 理 方 式

・・オ ン ライ ン処理

・・会 話型 処理

・・実 時 間 処理

・・多重 処 理

・・分 散処 理

・計算 機 方 式

・・演 算 方 式

・・記 憶 方 式

・・計 算 機 制御 方式

・・エ ミュ レー シ ョン

・・デ ー タ表 現

・・命令 体 系

・計算 機 利 用 シ ステ ム

・・コ ン トロー ラ

・ ・開 発 支 援 ツー ル

・ソフ トウェ ア

・ ・応 用 プ ロ グ ラム

・ ・オ ペ レー テ ィン グ シス テム

・ ・言 語 プ ロセ ッサ

・・支 援 プ ロ グ ラム

・・デ ー タ ベー ス

・ハー ドウ ェア

・・アー キ テ ク チ ャ

・チ ・ソフ

・ ・メモ リ

・イ ンタ フ ェー ス

・ ・入 出 力

… 周 辺装 置

・ … 入 力装 置

・ … 出 力装 置

・・マ ル チ メデ ィア

… 画 像 情 報

… 音 声 情 報

… 文 字 情 報

・・計 算 機 操 作

・・意 思 決 定 支 援

… 画面 表 示

… 画面 操 作

・ ・計 算 機支 援 シ ステ ム

…CAI

…CAD

・ … デザ イ ン

…CIM
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